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事業実施の背景と取り組み 

 

１ 事業実施の背景 

2025 年度（令和 7 年度）は、7 月の参議院議員選挙を契機として、国政レベルにおける外国人住

民との多文化共生施策への関心が一層高まった年であった。その背景には、国内の在留外国人数が

400 万人を超え、地方都市を含め技能実習や特定技能を中心に外国人住民が増加していること、ま

た、年間 4,000 万人を超える外国人観光客の来訪に伴うオーバーツーリズム問題がクローズアップさ

れたことがある。さらに、長引く経済の低迷や物価高といった社会的不安、SNS 上の誤情報・偏向

情報の拡散なども、世論の動向に複雑な影響を与えた。 

 国においては在留管理の厳格化方針が進められており、長年日本で暮らす永住・定住の外国人住民

の間にも将来への不安が広がっている。一方、長年にわたり多文化共生を地道に推進してきた浜松市

においては、地域の現場レベルでの混乱は見られず、変わらず前向きな共生への取り組みが維持され

ている。 

このような状況下、浜松市及び当協会は「多様性を脅威とみなさず豊かさとみなす」という「浜松

市多文化共生都市ビジョン」に基づき、一貫して多文化共生の取り組みを推進した。さらに近年の浜

松市によるインド、フィリピン、インドネシア等の各都市との協定締結に伴い、経済的・人的交流が

活性化する中、特に市内企業が外国人材を受け入れる際の支援事業強化が強く求められている。 

２ 主要な取り組み 

当協会では、2025 年度の最重点課題として以下の 3 つの事業を展開した。 

（１）外国人相談・活躍支援体制整備 

国の養成する「外国人支援コーディネーター」を研修により 1 名追加し、相談・支援体制の充

実を図った。また、新規来日外国人やその帯同家族を対象とした生活オリエンテーションなどの

コンテンツを拡充した。 

（２）地域日本語教育推進体制づくり 

2023 年度から取り組んできた「『日本語教育の参照枠』に基づく『生活 Can-do』を用いた『生

活』に関する日本語教育プログラム開発」の 3 年間の集大成の年として、オリジナルカリキュ

ラムに基づく生活日本語コースを本格実施し、安定した運営基盤を確立した。国において在住外

国人の日本語力要件の検討が進む中、生活者への言語保障としての当協会の取り組みは、全国の

先駆的モデルとして注目を集めている。 

（３）全市での共生社会づくり 

アート、障がい者支援、高齢者支援など、他分野との連携による地域的な広がりを推進した。当

協会が運営するセンター内にとどまらず、多様な場所や機関との連携により事業を実施し、多文

化共生の分野的・地域的拡大を意識した取り組みを実践した。 

３ 組織運営 

これらの事業を支える基盤として、2025 年施行の改正公益法人法及び改正労働基準法への確実な

法的対応を実施した。今後は、より効率的かつコンプライアンスに則った組織運営を確実に行うた

め、安定した人材配置の確保が不可欠である。先駆的かつ充実した事業を継続・発展させるために

も、安定した組織運営に向けた方策をより一層具体的に検討していく必要がある。 
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【重点】相談事業 p.5 
多言語生活相談、出張相談、法律相談、行政書士相談、社労士相談、税務相談、年金相

談、中国残留邦人支援、メンタルヘルス相談、外国人雇用相談、外国人留学生メンター

による就労・起業相談、外国人新生活サポート、ソーシャルワーク研修など 

 

【重点】日本語学習支援事業 p.16 
浜松市地域日本語教育の総合的な体制づくり推進、支援者養成講座、 

教職員多文化共生講座、地域日本語学習支援、外国人学校日本語教師派遣など 

 

外国につながる次世代支援事業  p.25 
外国人の子どもの不就学ゼロ作戦、就学支援教室、キャリア支援など 

 

多文化防災事業 p.32 
外国人防災リーダー研修、災害時多言語支援センター設置訓練、 

災害・防災情報提供など 

 

 

 
地域共生事業 p.36 

各地域への個別支援、地域共生自治会会議 

 

多様性を生かしたまちづくり事業 p.36 
多文化共生 MONTH、文化・スポーツ紹介、地域活性化事業、インターナショナル・フェス

ティバル・ICC シンポジウムの運営、外国人材活躍宣言事業所認定事業など 
 

グローバル人材の育成と活用 p.39 
地球人教育出前講座、グローバル人材セミナー、国際理解教育講座、グローバルフェア、

コミュニティ・ライフステージ講座、多文化体験、ブリッジビルダー育成など 

 

国際交流・国際理解事業 p.45 
外国語講座、交流イベントなど 

 

担い手の育成と支援 p.46 
ボランティアバンクの運営、助成金交付、バディ・ボランティア活動など 

 

情報収集・提供事業 p.49 
HICE NEWS、Facebook、Instagram、メール配信、情報カウンター 

  はままつ多文化共生・国際交流ポータルサイト HAMAPO の運営 など 

多

文

化

共

生

社

会

の

推

進 

多文化共生のまちづくりと 

グローバル感覚に優れた人づくり 

多文化共生のまちづくり 

グローバル感覚に優れた人づくり 

 

多文化共生センター 外国人学習支援センター 
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事 業 報 告 
  
 

１． 相談事業 

①外国人市民のための多言語生活相談（市委託：国際課 「ワンストップセンター事業」）（5,604 件） 
■言語別件数内訳                            （件） 

言語 曜日 時間 相談件数 

ポルトガル語 月～土曜日 9：00～17：00 1,053 

フィリピノ語 火・木・土 9：00～17：00 732 

ベトナム語 火・木・土 13：00～17：00 228 

中国語 土曜日 13：00～17：00 53 

スペイン語 土曜日 13：00～17：00 209 

インドネシア語 土曜日 13：00～17：00 10 

英語 月曜日～金曜日 13：30～16：30 642 

日本語 毎日 9：00～17：30 2,668 

その他（ベンガル語等）   9 

合計（のべ 125,183 分）※計上方法が昨年度より変更 5,604 

 

 ■問い合わせ手段                             （件） 

来訪 電話 手紙、メール等 オンライン 合計 

1,256 2,293 1,864 191 5,604 

 

■内容別件数内訳                             （件） 

内容 件数 内容 件数 

入管手続 278 結婚・離婚・DV 163 

雇用・労働 2,363 交通・運転免許 87 

社会保険・年金 203 通訳・翻訳 418 

税金 205 福祉 82 

医療 126 マイナンバー 8 

出産・子育て 128 ウクライナ関係 1 

子どもの教育 107 手続き一般 261 

日本語学習 235 その他 1,254 

防災・災害 81   

住宅 84   

合計（重複あり） 6,084 

＊その他は、金融、人間関係等が含まれる 

②入管ワンストップ型相談コーナーの運営（他機関連携事業）（153 件） 
入国管理局との連携で専門相談の窓口を開設。 

毎週水曜日 9：00～12：00、13：00～17：30 相談件数：延べ 153件 

 

③出張相談・出張講習会（市委託：国際課「ワンストップセンター事業」） 

日程 件数／ 

人数 

内容 

4 月 15 日（火） 95 人 ブラジル人学校（ＥＡＳ）に防災を中心とした講習会を実施 

6 月 1日（日） 21 人 ブラジル人起業家フェアにて相談会（場所：浜松市産業展示館） 

6 月 18 日（水） 60 人 ブラジル人学校（ＥＡＳ）に防災を中心とした講習会を実施 

6 月 22 日（日） 13 人 フェスタ・ジュニーナにて相談会（場所：浜松市産業展示館） 

多文化共生のまちづくり 
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11月28日（金） 35 人 ブラジル人スーパー（TREVO）にて人材派遣会社担当者に情報交換会。 

3 月 7日（土） 2 件 フィリピン食材店「MANG COLAS HAMAMATSU」（中央区竜禅寺）および 

「Casa Cuzina」(浜松市上島町)において情報交換・相談対応。 

3 月 15 日(日) 80 人 ブラジル人宗教団体ユニバーサルチャーチにおいて生活オリエン

テーション講座を実施。 

3 月 20 日(金) 4 件 ベトナム人を対象とした店舗やレストランを訪問し、情報交換・相談

対応。 

 

④専門相談（市委託：国際課 「ワンストップセンター事業」） 

■法律相談（111 人） 
弁護士による法律相談 

毎月最終木曜日、土曜日 計 22 回開催 

相談者数 延べ 111人 

 協 力 静岡県弁護士会浜松支部、関東弁護士連合会（10 月の拡大法律相談） 

 

■行政書士相談（市委託：国際課 「ワンストップセンター事業」）（36 人） 
  行政書士による相談 

毎月土曜日 計 12回開催 

相談者数 延べ 36人 

協 力 静岡県行政書士会西遠支部 

 

■社会保険労務士相談（市委託：国際課 「ワンストップセンター事業」）（17 人） 
  社会保険労務士による相談 

毎月木曜日 計 12回開催 

相談者数 延べ 17人 

協 力 静岡県社会保険労務士会浜松支部 

 

■在留支援相談（市委託：国際課 「ワンストップセンター事業」）（23 人） 
  名古屋入管審査管理部門在留支援による相談 

毎月第一木曜日 計 12 回開催 

相談者数 延べ 23人 

協 力 名古屋出入国在留管理局 

 

■税務相談（市委託：国際課 「ワンストップセンター事業」）（93 人） 
日 時 1 月 31 日（土）9：30～16：30 

    2 月 7日 （土）9：30～16：30 

内 容 外国人を対象に、通訳（ポルトガル語、フィリピノ語、スペイン語、英語）をつけてス

ムーズに確定申告が行えるよう支援した。 

参加者 相談者 93人 

協 力 東海税理士会浜松西支部 

 

■年金相談（市委託：国際課 「ワンストップセンター事業」）（222 人） 
日 時 7 月 17 日 （木） 13：00～16：00 

11 月 19 日（水） 13：00～16：00 

1 月 23 日 （金） 13：00～16：00 

内 容 免除申請方法、将来もらえる年金額など 

参加者 相談者 222人 
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協 力 東・西年金事務所 

 

⑤中国残留邦人支援（市委託：福祉総務課）（142 件）  
中国在留邦人とその配偶者で、世帯の収入が一定の基準に満たない者に対し生活支援費を給付す

る際の業務補助、相談、通訳等の支援のための相談員を配置した。 

日 時  週 2日 13：00～17：00（98 日） 

配置場所 市内南行政センター内福祉事業所、東行政センター内福祉事業所 

相談員  1 人 

相談内容 病院にかかる際の言葉の心配、介護サービス申請の支援、子弟の教育や就職など 

相談件数 延べ 142件 

対 象  6 世帯 8人 

 

⑥メンタルヘルス相談（市委託：精神保健福祉センター） 
   心理士 2 人を配置し、ポルトガル語でのメンタルヘルス相談及び精神科等への同行通訳を行った。 

 

■メンタルヘルス相談（ポルトガル語によるカウンセリング）（458 件） 

日 時 週 5日 9：00～17：30 週 2 日（火・金）は 12：15～20：45 

件 数 延べ 458 件（カウンセリング 404 件、相談 54件）（前年度 439 件）  

 

［カウンセリング 404 件の内訳］ 

出身国 ブラジル人 385 回（95.3％）ペルー人 17 回（4.2％）日本人 2回（0.5 ％）  

年齢 大人 339 回（84 ％）   思春期 30 回（7％）  子ども 35 回（9％） 

時間帯 昼間 318 回（79％） 夜間 86回 (21％) 

  

心理関連相談（多い順） ※1人につき複数の相談あり 

1 家族不和 10 学習困難 

2 異文化適応 11 自尊心 

3 自己認識 12 実在の危機 

4 個人的な人間関係 13 自殺問題 

5 子育て問題 14 いじめ 

6 トラウマ 15 高齢化問題 

7 孤独 16 喪中 

8 職業指導 17 暴力 

9 仕事上人間関係 18 虐待 

 

内 容・2025 年、在日ブラジル人の間では、今後の在留継続に関する不確実性が高まっており、これ

を背景として、税務手続き、債務・ローン、日本語能力の向上、職業資格に関する諸課題が生

じていた。このような状況のもと、多くの人々において高いストレスおよび不安が見られた。 

・子どもの心理相談では、親が子どもを日本の学校に通わせ、将来の生活向上を図ろうとして

いることが確認された。一方で、多くの子どもは家庭の外国文化と学校における日本文化の

相違に戸惑い、適応が困難な状況が認められる。 

・思春期を対象とした心理相談においては、日本での生活費高騰を背景として、多くの若者が

家計を支えるためアルバイトを行い、身体的および心理的負担が増加していることが認めら

れる。 

・高校卒業後の若者に対する心理相談では、多くの青年が専門職への進路確保が困難であるこ

とから、工場労働を選択する傾向にある。しかしながら、将来展望の欠如に起因して退屈感お

よび意欲の低下が生じ、心理相談に至るケースも少なくない。 

・成人を対象とした心理相談では、個人のマネープランの不備や家庭内問題（夫婦関係、子育

て、親の介護等）が認められ、これらへの対応困難からストレスや抑うつ状態に陥るケースが

多く存在する。 
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・60歳以上の患者における心理相談では、身体機能の低下（反射の衰えや疾病）および認知機

能の低下が認められる。さらに、老後計画の不備や家族支援の不足を背景として、ストレス、

不安、抑うつ状態に対処するために相談に至るケースが多く見られた。 

課 題・多くのシングルマザーは、日常生活および子育ての負担により高いストレスを抱え、心身と

もに疲弊している状況にある。その影響は子どもにも及び、学習面、情緒面および行動面で問

題が生じる場合がある。したがって、母親および子どもを支援する体制の整備が求められる。 

・外国にルーツを持つ子どもは、家庭では親の文化、学校では日本文化に適応する必要があり、

大きな心理的負担を抱えている。この結果、不安の増大や学校に適応することに困難が認め

られる。また、勉学のプレッシャーや親からの期待もあるが、十分な支援を受けられないケー

スも多い。したがって、子どもたちを支援するための教育環境および支援体制の整備が必要

である。 

・青年に対する恋愛関係や性教育に関する指導不足が認められ、これにより不安定で混乱を伴

う人間関係が形成される傾向がある。特に嫉妬や過度な束縛が見られる場合がある。また、将

来の職業選択に関する指導も不足しており、意欲低下や自己の可能性・選択肢の理解不足が

認められる。したがって、教育、指導、キャリアガイダンスおよび支援を通じた青年の成長支

援が求められる。 

・生活保護受給者のうち、高齢、身体的制限、職業スキルの不足を有する者は、より良好な収

入および労働条件での労働市場再適応が困難な状況にある。この背景のもと、多くの対象者

に閉塞感、欲求不満、ストレス、抑うつ症状などの心理的負担が認められる。したがって、職

業能力向上、社会参加促進および自立支援を目的とした各種施策の一層の充実が必要である。 

 

成 果・対人関係の向上を図るため、共感に関する心理指導記事を執筆した。本記事では、人々の感受

性、受容、理解、尊重の重要性が考察され、偏見や判断に基づく疎外感、不安感、排他的感情

を生まない関係構築が促されている。 

・生活の安定および個人の生活の質向上を支援する目的で、「メンタルヘルスとマネープラン」

をテーマとした外国人小集団活動を実施した。本活動では、心理的困難の分析と考察を行い、

参加者が将来的により良好な生活の質を享受できるよう、生活マネープラン改善に関する指導

を提供した。 

 

■同行通訳 ポルトガル語合計 384 回（ブラジル国籍 354 回、ペルー国籍 17 回、パラグアイ国籍 13 回） 

依頼 439 回の内 55回キャンセル 

同行通訳 依頼数（延べ） 
新規 

子ども 大人 男 女 合計 

2025 年度 384 回 25 人 7 人 11 人 21 人 32 人 

2024 年度 386 回 28 人 3 人 16 人 15 人 31 人 

                                 ※子ども（0才～18才） 

内 容・今年度は 112 人（大人 19 人、子ども 93 人）につき 384 回の同行通訳で、一人当たり 1 回～

13 回までの回数で対応した。昨年度と比較すると、今年度の新規ケースはほぼ同じだったが、

大人の患者が倍以上増えた。対応した医療機関数もほとんど変わらず、昨年度は 14カ所、今年

度は 13 カ所からの同行通訳依頼があった。入院した患者 2名の内、一人は子どもだった。子ど

ものケースでは保護者の通訳が主であった。受診者の年齢は、8割以上が 0 歳～18 歳で、続い

て 30代、40 代が多かった。子どもに関しては発達に関する相談が多く、大人の場合は不眠症、

うつ状態、不安、パニックなどが多かった。 

・医療通訳以外（療育手帳、特別児童扶養手当、心理検査、相談など）の件数は昨年の 50 件か

ら 90件に上回り、対応する時間がかなり長くなっている。受診日の予約変更やキャンセル、書

類の手続きについて当協会へ電話をかけて来るケースも増えている。新しい精神科の開業によ

り、初診の枠が少し増えたこと、大きな病院より待ち時間が少ないことはとても有利である。

時間のロスを防ぐため、同じ病院の患者をできる限り同じ日に対応するように工夫している。

最大 10 名対応できた。 
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課 題・受診者によって、精神科医と心理師の違いが分からず心の悩み（家族関係、職場でのトラブル

など）をドクターに打ち明けようとするが、ほとんどの精神科医は話を聞いている時間がなく、

薬の処方のみとなるため、必要に応じて当協会などのメンタルヘルス相談を案内している。 

・曖昧な表現や精神疾患の症状を通訳するときはかなり慎重に行う必要性がある。また、子ども

の場合発音が聞き取れないこともある。 

・受診をキャンセルした場合、ドクターと通訳者のスケジュールが混み合っていることが多く、

日程調整が難しい。再受診が 2カ月待ちになったケースもある。 

 

■多言語による精神科受診時の通訳派遣 

同行通訳 合計 180 回 （フィリピノ語 132 回、ベトナム語 20回、英語 8回、インドネシア語 20回） 

依頼 227 回の内 47回キャンセル 

 

■発達に困難を抱える外国人の子どもと保護者の支援者向け研修会及び通訳者向け研修会 

  発達に困難を抱える外国人の子どもと保護者の支援者向け研修会及び通訳者向け研修会 

・メンタルヘルス等にかかる支援者の養成等講習会             合計 1回 

・多言語通訳者に対する精神科受診通訳に関する養成講習会及び養成後研修会 合計 1回 

メンタルヘルス、発達、教育の場面で支援をしている方のスキルアップを目的として行った。 

今回は、「子どもたちが適応するために大人ができること」をテーマに、講師から具体的な説明と参加

者の困っていることを主に回答する形式をとった。     

日 時  7 月 19日（土）13:30～16:30 

場 所  多文化共生センター 

内 容  子どもたちの適応のために大人ができること 

講師 深代 和信氏 浜松市発達医療センター友愛のさと（公認心理師） 
参加者    一般支援者：延べ 18 名（日本語：5名 ポルトガル語：7名 英語：3名  

スペイン語：1名  ビサヤ語：2名）  

多言語通訳者：延べ 5名（インドネシア語：1名 フィリピノ語：1名  

ポルトガル語：1名  中国語：1名 英語：1 名） 

                         

■多言語による外国人及び支援者のためのメンタルヘルス相談  合計４回 

近年、さまざまな国籍や年代の外国人において、精神的な悩みを抱える傾向が見受けられる。本事業

においては、相談後に安心した表情で帰られる方が多く、非常に有意義な取り組みであると評価できる。

また、今後ますますニーズの高まりが見込まれる事業である。 

一方で、他の専門家による相談会と比較すると認知度が低く、相談につながらないケースが一定数存

在している。加えて、「メンタルヘルス」という言葉に対して必ずしも良いイメージを持たない外国人が

多い傾向も課題として挙げられる。 

さらに、今後はミャンマーやインドネシアをはじめとする国々からの外国人労働者の増加が見込まれ

ることから、より多様な背景を持つ人々への対応が求められる。そのため、周知方法の工夫や、メンタ

ルヘルス相談に関する説明のあり方について、分かりやすさや受け入れやすさを意識した改善を進めて

いく必要がある。 

日時 相談者数 

6 月 7日（土） 

14:00～16:00 

3 名(ペルー国籍 1名、相談員/フィリピン国籍 1名、相談員/ブラジル国籍 1

名） 

9 月 20 日（土） 

14:00～16:00 

3 名(フィリピン国籍 1名、ミャンマー国籍１名、相談員１名） 

12 月 20 日（土） 

14:00～16:00 

3 名（フィリピン国籍 1名、ブラジル国籍 1名、ブラジル/ペルー国籍 1

名） 

2 月 28 日（土） 

14:00～16:00 

3 名(フィリピン国籍 1名、ブラジル国籍 1名、タイ国籍 1名） 
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■外国人の小集団活動参加によるメンタルヘルスの普及啓発講習会の開催 合計 1回 

 11 月 15 日(土) 14:00～16:00 多文化共生センター 参加者 4 人 講師 大嶋 

メンタルヘルスとマネー 

内容：メンタルヘルスとマネープランに影響を与える心理的側面への気づきについて 

成果： 参加者各自は、自身の経験を共有し、併せて他者の経験を聴取することにより、人生における適

切なマネープランに関する諸課題について、より一層の理解を深めた。 

良好なマネープランと責任ある意思決定によって、生活の質を保ちながら健全な財務状況を築け

ることを認識した。 

参加者は共通して、家族文化の影響でお金の扱い方に悪い習慣があり、結果としてマネープラン

がうまくいかないという困難を抱えていた。 

課題： 今の仕事に満足しておらず、起業したいが経験や知識が足りない。 

日本での起業について、多くの人は、今のインフレで日本の生活が大変だと感じており、将来のめ

にお金を貯めたり増やしたりしたいけど、まだ金利が低くて、安心してやる気をもって投資できる日

本の金融商品が少ないと思っている。 

  2 月 28 日(土) 14:00～16:00 いのちの電話 参加者 7人 講師 吉留 

内容：浜松いのちの電話特別研修会 – 対話形式 

   メンタルヘルス相談及び精神科同行通訳やいのちの電話の状況について話し合い、お互いの

現状を知ることができた。 
    臨床的に注意を要する状態について説明をした。人間関係や子どもの虐待、職場でのストレ

スなどが病気を悪化し、治療に影響することもあるため、相談できる場所があることの重要

性、聴くことの大切さを改めて実感できたと思われる。 
 

■外国人向け普及啓発に関るパンフレット等の翻訳・作成  

医療機関で使う資料翻訳（ポルトガル語 2件） 

・特別児童扶養手当認定診断書作成用問診票 

・申し込みフォーム（サイト以外） 

 

■フェイスブックに啓発記事を掲載（2件）  

メンタルヘルスについてのアドバイスをポルトガル語のフェイスブックに記載。 

テーマ：「Empatia」(共感) 

「Vida Financeira e Saúde Mental」（メンタルヘルスとマネープラン） 

 

⑦メンタルヘルス向上支援事業（157 人）（自主事業：公益充実資金） 
 メンタルヘルスの専門家を講師に迎え、主に南米系のブラジル人を対象に、メンタルヘルスセミ

ナーを開催。場所：多文化共生センター 

日時 内容 参加者 

5 月 25 日（日）

13：30～16：30 

テーマ：燃え尽き症候群について 

リスク要因と警告サイン、予防策と対象方法などを学ぶ。 

41 人 

6 月 29 日（日）

13：30～16：30 

テーマ：うつ病について 

日常生活に支障をきたすほど病状が長く続くこと、自己判断せずに

専門機関で適切な治療を行うことが重要との説明があった。 

37 人 

7 月 27 日（日）

13：30～16：30 

 

テーマ：集爆感とテクノロジーについて 

ネット上の自分と自分自身は同じ人間であるか。「自分」を見つめ直

すことが重要との説明があった。 

26 人 

10 月 5 日（日）

13：00～16：00 

 

テーマ：女性に対する DVについて 

一人で抱え込まずに助けを求めることの重要性や参加者が自身の体

験を話す時間を設け、浜松の支援体制の紹介もあった。 

15 人 

1 月 25 日（日）

13：00～16：00 

テーマ：平和・バランス・メンタルヘルスについて 

バランスのとれた人生を歩むためにワークショップが行われた。 

38 人 
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⑧外国人雇用相談（市委託：労働政策課）（内定件数 62 件） 
【外国人の雇用・就労支援およびマッチング】 

浜松地域の産業を担う人材・労働力を確保するため、市内企業等を対象に外国人労働者の受け入れに

関する相談及び外国人の就労に関する相談窓口を設置し、雇用・就労に繋げる支援やマッチングを

行った。 相談員 3 人 

 

■全体件数                                    （件） 

※注：本年度以前からの求職者で本年度に内定した人および、一人の求職者に対して複数の内定が出たものを含む 

 

■内定件数（62 人）の内訳 

雇用形態 人数 

正社員 46 

準社員 2 

パート/アルバイト 10 

その他 4 

計 62 

 

 

 

年代 人数 

10 代 1 

20 代 36 

30 代 17 

40 代 3 

50 代 2 

60 代 3 

計 62 

 

 

 

 

令和 7年度 合計 ～R6 実績 累計（R2～R7） 

相談件数（個人及び企業） 1,585 8,579 10,164 

新規求職登録者数 72 528 600 

内定件数 ※注 62 157 219 

新規求人企業登録数 16 190 206 

性別 人数 

男 39 

女 23 

計 62 

採用前在留資格 人数 

永住者  10 

定住者  5 

留学  31  
特定活動  3 

技人国（※）  3 

家族滞在  3 

永住者の配偶者等  3 

日本人の配偶者等  3 

日本（外国ルーツ）  1 

計  62 

（※）技術・人文知識・国際業務 

国籍 人数 

ブラジル 7 

インドネシア 8 

インド 5 

ベトナム 7 

ネパール 6 

バングラデシュ 14 

タイ 2 

中国 3 

ペルー 2 

パキスタン 1 

フランス 1 

ブルガリア 1 

フィリピン 1 

ナイジェリア 1 

トルコ 1 

ウクライナ 1 

日本（ブラジルルーツ） 1 

計 62 

業種 人数 

農業・林業 1 

漁業 1 

製造業 38 

卸売業・小売業 1 

情報通信業 2 

運輸業・郵便業 2 
学術研究・専門・     
技術サービス業 3 

宿泊業・飲食サービス業 7 

複合サービス事業 1 

サービス業               
（他に分類されないもの） 2 

医療・福祉 2 

生活関連サービス業・娯楽業 1 

その他 1 

計 62 

 職種 人数 

研究・技術の職業 29 

法務・経営・文化芸術等の
専門的職業 2 

事務的作業 10 

販売・営業の職業 2 

福祉・介護の職業 1 

サービスの職業 6 

農林漁業の職業 1 

製造・修理・塗装・ 
製図等の職業 9 

運搬・清掃・包装・ 
選別等の職業 2 

計 62 
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■内定件数（62 人）の内訳 

 性
別 

年代 国籍  業種 業務 
雇用 
形態 

採用前 
在留資格 

採用後 
在留資格 

1 男 20 代 インド 製造業 
製造・修理・塗装・  

製図等の職業 
正社員 留学 技人国 

2 男 20 代 
バングラ
デシュ 

製造業 研究・技術の職業 正社員 技人国 技人国 

3 女 20 代 インド 製造業 研究・技術の職業 正社員 技人国 技人国 

4 男 20 代 
バングラ
デシュ 

製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

5 男 30 代 
バングラ
デシュ 

漁業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

6 男 20 代 ネパール 製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

7 男 20 代 
バングラ
デシュ 

製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

8 女 20 代 ブラジル 製造業 
法務・経営・文化芸術

等の専門的職業 
正社員 永住者 永住者 

9 女 20 代 ネパール 
複合サービス 

事業 
研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

10 女 20 代 インド 製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

11 男 20 代 
バングラ
デシュ 

製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

12 女 30 代 ブラジル 
宿泊業、飲食
サービス業 

サービスの職業 正社員 永住者 永住者 

13 男 30 代 中国 製造業 
法務・経営・文化芸術

等の専門的職業 
正社員 留学 技人国 

14 男 20 代 
ナイジェ
リア 

製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

15 男 20 代 
インド ネ

シア 
製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

16 女 20 代 
ウクラ イ

ナ 
宿泊業、飲食
サービス業 

サービスの職業 パート 定住者 定住者 

17 男 40 代 
インド ネ

シア 
製造業 

製造・修理・塗装・  
製図等の職業 

正社員 定住者 定住者 

18 男 50 代 ネパール 製造業 
製造・修理・塗装・  

製図等の職業 
派遣 永住者 永住者 

19 女 20 代 ベトナム 製造業 事務的職業 契約職員 留学 技人国 

20 女 20 代 ベトナム 運輸業、郵便業 事務的職業 正社員 留学 技人国 

21 女 20 代 ベトナム 運輸業、郵便業 事務的職業 正社員 留学 技人国 

22 男 50 代 ブラジル 
宿泊業、飲食
サービス業 

運搬・清掃・包装・ 
選別等の職業 

パート 永住者 永住者 

23 男 20 代 
バングラ
デシュ 

製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

24 男 20 代 
バングラ
デシュ 

製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

25 男 30 代 中国 
宿泊業、飲食
サービス業 

事務的職業 パート 家族滞在 家族滞在 

26 男 20 代 
バングラ
デシュ 

情報通信業 研究・技術の職業 パート 留学 留学 

27 男 30 代 
インドネ
シア 

情報通信業 研究・技術の職業 パート 留学 留学 
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28 男 20 代 ネパール 製造業 
製造・修理・塗装・  

製図等の職業 
正社員 永住者 永住者 

29 男 20 代 
インドネ
シア 

学術研究,専門・
技術サービス業 

研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

30 男 20 代 
バングラ
デシュ 

学術研究,専門・
技術サービス業 

研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

31 男 20 代 
インドネ
シア 

製造業 研究・技術の職業 正社員 技人国 技人国 

32 女 30 代 
パキスタ

ン 
医療、福祉 福祉・介護の職業 パート 家族滞在 家族滞在 

33 女 20 代 
日本 

(ブラジルルーツ) 
医療、福祉 事務的職業 派遣 ― ― 

34 女 40 代 タイ 製造業 事務的職業 パート 永住者 永住者 

35 男 30 代 
バングラ
デシュ 

製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

36 女 20 代 
インドネ
シア 

製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

37 男 20 代 
バングラ
デシュ 

製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

38 男 20 代 
インドネ
シア 

製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

39 女 20 代 ベトナム 
学術研究,専門・
技術サービス業 

事務的職業 正社員 留学 技人国 

40 男 30 代 
バングラ
デシュ 

製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

41 男 20 代 ネパール 製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

42 男 20 代 中国 製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

43 男 20 代 
ブルガリ

ア 
製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

44 男 30 代 インド 製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

45 男 30 代 フランス 製造業 研究・技術の職業 正社員 留学 技人国 

46 女 30 代 タイ 製造業 事務的職業 派遣 定住者 定住者 

47 女 30 代 インド 
宿泊業、飲食
サービス業 

サービスの職業 パート 
永住者の 
配偶者等 

永住者の 
配偶者等 

48 男 30 代 ブラジル 分類不能の産業 事務的職業 契約職員 定住者 定住者 

49 女 20 代 ブラジル 
サービス業（他に

分類されないもの） 
事務的職業 正社員 永住者 永住者 

50 女 60 代 ブラジル 製造業 
製造・修理・塗装・  

製図等の職業 
派遣 永住者 永住者 

51 男 30 代 ブラジル 卸売業・小売業 
製造・修理・塗装・  

製図等の職業 
正社員 

永住者の 
配偶者等 

永住者の 
配偶者等 

52 女 20 代 ベトナム 製造業 販売・営業の職業 正社員 
永住者の 
配偶者等 

永住者の 
配偶者等 

53 女 60 代 ペルー 農業、林業 農林漁業の職業 パート 永住者 永住者 

54 男 10 代 
フィリピ

ン 
生活関連サービ
ス業、娯楽業 

運搬・清掃・包装・  
選別等の職業 

正社員 定住者 定住者 

55 女 60 代 ペルー 
サービス業（他に

分類されないもの） 
サービスの職業 パート 永住者 永住者 

56 男 30 代 ネパール 
宿泊業、飲食
サービス業 

サービスの職業 正社員 家族滞在 
特定技能 
１号 
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57 男 30 代 ベトナム 製造業 
製造・修理・塗装・  

製図等の職業 
正社員 

日本人の 
配偶者等 

日本人の 
配偶者等 

58 男 20 代 ベトナム 製造業 
製造・修理・塗装・  

製図等の職業 
正社員 

日本人の 
配偶者等 

日本人の 
配偶者等 

59 男 40 代 トルコ 
宿泊業、飲食
サービス業 

サービスの職業 正社員 
日本人の 
配偶者等 

日本人の 
配偶者等 

60 女 20 代 
バングラ
デシュ 

製造業 研究・技術の職業 正社員 特定活動 技人国 

61 男 30 代 
バングラ
デシュ 

製造業 
製造・修理・塗装・  

製図等の職業 
正社員 特定活動 技人国 

62 女 20 代 
インドネ
シア 

製造業 販売・営業の職業 正社員 特定活動 技人国 

 
 
⑨ 外国人留学生メンターによる就労・起業相談業務（市委託：労働政策課） 

市内への就労・起業の促進を図るため、地域で高度人材として活躍する外国人をメンター（相談

員）として委嘱し、外国人留学生が就労や企業、生活等の相談を気軽に行える体制を構築した。 

 

■外国人留学生とメンターのマッチング業務 

  メンター6人（バングラデシュ、インドネシア、ベトナム、インド） 

75 件の相談機会の提供および運営管理を行った。 

 

■交流会の開催 

日時 場所 参加者 内容 

5 月 16 日（金） 

16:00～17:40 

静岡大学佐鳴会館 留学生 35 人 

メンター5 人 

メンター紹介、メンターと留学生のグループディス

カッション、雇用サポートデスク案内 

8 月 1 日（金） 

12:00～13:30 

静岡大学国際交流

ラウンジ 

留学生 35 人 

メンター4 人 

メンターと留学生のグループディスカッション 

12 月 19 日（金）

16:00～19:00 

静岡大学佐鳴会館 留学生 48 人 

メンター5 人 

ボランティア

3 人 

企業 8 社 

企業紹介（ASTI 株式会社、株式会社エフ・シー・シー、

金田工業株式会社、共和レザー株式会社、浜松ホトニ

クス株式会社、株式会社モアソンジャパン、株式会社

ヤマハコーポレートサービス、株式会社ユニバンス）。

メンターがサポートし企業との交流（グループトーク、

フリートーク）。 

■その他 

  メンター事業周知のための広報活動を適時行った。 

メンターとの個別相談および交流会について、大学と連携し留学生への広報活動を行った。 

 

⑩外国人新生活サポート（市委託：国際課「多文化共生センター事業」） 
■帯同家族向け日本語教室 

 経済界と連携して外国人材の帯同家族を対象に生活者として必要な日本語学習支援を実施した。家

族全員の安心した生活環境の向上に努めることにより、外国人材の浜松市への定着促進を図る。 

日時 場所 参加者国籍 

9 月 2 日～11 月 28 日 

（毎週 火曜・金曜） 

10:00～11:40 

多文化共生センター A

ルーム／クリエート浜松

54 会議室 

9 名 

インド（5）中国（1）フランス（1）イタリア

（1）インドネシア（1） 
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■新生活サポート事業 

 市内事業所で新たに雇用された外国人従業員へのサポートを行った。（不動産探し、日本語教室のア

レンジ、帯同家族の教育機関紹介等） 

 
■新生活オリエンテーション 

 日時 場所 内容 参加者国籍 

第１回 6 月 4 日（水） 

10:00～12:00 

多文化共生セ

ンター 

■「浜松での暮らしについてのアドバ

イス～出産・医療の事情を中心～」 

生活アドバイザー：近藤野利恵氏 

■座談会 

8 名 

インド（5）イン

ドネシア（3） 

第 2 回 9 月 26 日（金）

10:00～16:00 

多文化共生セ

ンター集合、

イオンモール

市野 

■バスの利用体験 

■昼食・交流会 

■日本の食材探し 

3 名 

インド（2）、中

国（1） 

 
 
■補助金の運営 

 「浜松市外国人材雇用事業所支援事業費補助金」の申請書類及び報告書類、請求書類の受付。また

広報活動を行い、制度の周知をはかった。 

 
⑪ソーシャルワーク研修 （市委託：ワンストップセンター事業）（85 人） 
  行政職員や、市及び各機関・企業等の通訳者や相談員が外国人を取り巻く問題に対して専門知識を

取得し、支援の充実をはかるためのソーシャルワーク研修を行った。 
 

【外部向け研修】会場：多文化共生センター 

日時 内容 参加者 

6 月 17 日（火） 

14：00～16：00 

【講 師】名古屋出入国在留管理局 職員 

【内 容】日本で暮らす外国人と在留資格 

26 人 

8 月 19 日（水） 

14：30～16：30 

【講 師】石川 エツオ氏 （ブラジル人国際弁護士） 

【内 容】ブラジル総領事館手続き 

～ブラジル人コミュニティを取巻く問題～ 

19 人 

8 月 30 日（土）

14：00～16：00 

【講 師】法テラス浜松法律事務所 弁護士 河智 了顕先生 

【内 容】法的手続きでの通訳 

13 人 

 

【内部相談員向け研修】会場：多文化共生センター 

10 月 25 日（土） 

14：00～16：00 

【講 師】協会けんぽ 伊藤 博之氏 

【内 容】マイナ保険制度の導入について                               

9 人 

11 月 22 日（土） 

10：00～12：00 

【講 師】法テラス浜松法律事務所 弁護士 

【内 容】DV案件への法的扱い 

9 人 

2 月 12 日（木） 

14：00～16：00 

【講 師】くらしのセンター 職員 

【内 容】センターの紹介及び消費生活相談の事例                            

9 人 
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⑫ 高齢者支援関連の通訳派遣（自主事業）（5件） 

介護保険に関する説明会（2 件）県営遠州浜団地 1 丁目、3 丁目 

介護保険等に関する個別説明（3 件） 地域包括支援センターへの派遣 

 

 

２． 日本語学習支援事業 

 

①浜松市地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業（市委託：国際課） 
浜松市の日本語教育体制の整備・充実を図るため、文科省事業補助金を活用し、令和元年に策定した

地域日本語教育推進方針を基に令和 2 年度より地域日本語教育体制のさらなる充実を図ってきた。令和

7 年度は、本事業の第 2 フェーズの 3 年目であり、令和 4 年度に策定された浜松市地域日本語教育推進

アクションプランに基づき、「生活 Can do」を用いた新たな浜松版日本語教育プログラムの本格実施を

行うなど、推進施策の展開を進めた。 

取組１   総合調整会議の設置 
取組２・３ 総括コーディネーター・地域日本語教育コーディネーターの配置 
取組４   浜松日本語学習支援団体ネットワーク会議の開催 

取組５   大学との連携による日本語教育人材の養成 
取組６   日本語教室開催団体との協働による日本語ボランティアの養成 

取組７   地域日本語教育の実施 

取組８   企業と連携した外国人支援者養成（やさしい日本語） 

取組９   アラムナイ（学習者 OB／OG）ネットワークの構築 

取組 10   日本語学習支援ポータルサイトの運用 

取組 11   浜松版生活日本語教育プログラム実施のための人材育成 

取組 12   浜松版生活日本語教育プログラムの開発成果等に関する広報等の実施 

 

取組１：総合調整会議の設置 

 構成委員  年間 3回開催（2時間×3回） 

氏名（敬称略） 所属及び役職 

神吉宇一（座長） 武蔵野大学グローバル学部教授 

坂本勝信 常葉大学外国語学部教授 

大石みや 浜松市教育委員会学校教育部教育支援課主幹外国人支援グループ 

嶋田和子 一般社団法人アクラス日本語教育研究所代表理事 

丹野清人 東京都立大学人文社会学部教授 

柳澤クリスチーナ セメンチーニャ代表 

相川アンジェラ 浜松いわた信用金庫 SDGs 推進部 地域貢献課 

中村公彦 社会福祉法人浜松市社会福祉協議会常務理事 

鈴木利昭 浜松市産業部労働政策課課長 

松井由和 浜松市企画調整部国際課課長 

村上広幸 公益財団法人浜松国際交流協会業務執行理事 

   

第１回会議 

  日 時 5 月 29 日（木）10:00～12:00  
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会 場 クリエート浜松 

出席者数 9 人 

  第２回会議 

日 時 9 月 1 日（月）10:00～12:00  

会 場 外国人学習支援センター 

出席者数 9 人 

第３回会議 

日 時 2 月 19 日（木）15:00～17:00  

会 場 クリエート浜松 

出席者数 11 人 

 

取組２・３：総括コーディネーター・地域日本語教育コーディネーターの配置 

事業を総括する総括コーディネーターを配置し、NPO、企業、大学らと連携し、浜松市における地 

域日本語教育体制を整備するため、地域や外国人の特性等に対応した教育プログラムを構想し、地 

域内の日本語教室への指導・助言等を行う地域日本語教育コーディネーターを配置した。 

 

氏名  所属 

内山夕輝 総括コーディネーター 

公益財団法人浜松国際交流協会 

河口美緒 

地域日本語教育コーディネーター 

鈴木由美恵 

嶋野安沙美 

奥山海 

上野朋子 

 

取組４：浜松日本語学習支援団体ネットワーク会議の開催 

市内の日本語教室開催団体の横のつながりを深めるとともに、コーディネーターや日本語指導者の

役割を担う者を対象としたネットワーク会議を行った。令和 7年度は、浜松市地域日本語教育の総合

的な体制づくり推進事業の第 3フェーズについて意見交換を行った。 

開催日時 議題 参加団体数 

8 月 28 日（木） 

10:00～12:00 

・ 浜松市地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事

業の変遷 

・ 第 3フェーズに向けた事業案の検討 

13 団体 19 人 

 

取組５：大学との連携による日本語教育人材の養成 

日本語教員養成課程等で学ぶ大学生を今後の日本語教育の担い手と捉え、大学及び浜松市の日本  

 語教室と連携して人材養成に取り組んだ。浜松市と常葉大学が締結している包括連携協定を基に、連

携教室の開催及び教育実習の場の提供を行った。 

 

■常葉大学との協働による日本語教員養成課程教育実習の実施 

浜松市外国人学習支援センター（U-ToC）において、学生 2名による実習を 2 日間開催した。教師役

を担う大学生は授業見学、授業登壇を行った。大学生は教案づくりから登壇、報告までを担い、大学教

員（常葉大学 坂本 勝信教授）が教授法について指導を行った。 

実習期間 令和 7 年 11 月 11 日～11 月 18 日 

人  数 
大学生 2名（常葉大学） 

担当教員：坂本 勝信（外国語学部グローバルコミュニケーション学科） 

教  室 U-ToC 浜松版生活日本語コースさくらクラス 

内  容 

11 月 11 日（火） 浜松版生活日本語コース さくらクラス授業見学 

11 月 17 日（月） 模擬授業 50 分×2 コマ×1 人 

11 月 18 日（火） 模擬授業 50 分×2 コマ×1 人 
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■静岡文化芸術大学との協働による日本語教員養成課程教育実習の実施 

2025 年度、静岡文化芸術大学の日本語教員養成課程の実習は未実施。 

 

取組６：日本語教室開催団体との協働による日本語ボランティアの養成 

地域における日本語学習支援で必要とされる知識や技術を学ぶボランティア養成講座を開催。12月か

ら新規開講する週末読み書きクラス（中央区）で活動する人材を養成した。 

■週末日本語ボランティア養成講座（中央区） 

業務受託団体：特定非営利活動法人浜松日本語日本文化研究会 

講座名 回数 日程 受講者 

週末日本語ボランティア養成 

（白脇協働センター） 
15 回 6 月 14 日～10 月 11 日(土) 129 人 

 

取組７：地域日本語教育の実施 

令和 7年度の浜松市日本語教室は、拠点となる U-ToC で浜松版生活日本語コースの本格実施が始ま

り、独自に開発した「生活 Can do」に基づく日本語教育プログラムにて様々な教室活動を展開した。

また、協働センターでは、浜松南エリアで週末読み書きクラスを新規開講、次世代の子ども・若者を対

象にした「放課後日本語補習教室」では、後期より市内の NPO 法人に委託し、新体制で日本語教室を開

講した。  

■浜松版生活日本語コース 

協働団体：With U-Net 

  講座名 回数 日程 受講者 

4 月開講 さくらクラス 150 回 
4 月 21 日～3 月 13 日 

（月、火、木、金） 
1,818 人 

R6 年 10 月開講 もみじクラス 75 回 
4 月 18 日～9 月 11 日 

（月、火、木、金） 
560 人 

R7 年 10 月開講 もみじクラス 75 回 
10 月 16 日～3 月 13 日 

（月、火、木、金） 
1,219 人 

 

■読み書きクラス 

協働団体：With U-Net 

  講座名 回数 日程 受講者 

第１期 読み書き 40 回 5 月 8 日～10 月 2 日(火・木) 1,039 人 

第２期 読み書き 40 回 10 月 21 日～3 月 12 日(火・木) 950 人 

 

■週末ひらがな・カタカナ・漢字クラス（浜松東） 

業務受託団体：静岡県ベトナム人協会 

講座名 回数 日程 受講者 

週末ひらがな・カタカナ・漢字 

（中央区 蒲協働センター） 
12 回 7 月 5 日～10 月 4 日（土） 95 人 

 

 

■週末読み書きクラス（浜松南） 

業務受託団体：特定非営利活動法人浜松日本語日本文化研究会 

講座名 回数 日程 受講者 

週末読み書き 

（中央区 白協働センター） 
10 回 12 月 6 日～2 月 21 日（土） 145 人 
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 ■週末読み書きクラス（浜名区） 
 業務受託団体：特定非営利活動法人フィリピノナガイサ 

  講座名 回数 日程 受講者 

第１期 週末読み書き 

（浜名区 浜北地域活

動・研修センター） 

15 回 5 月 31 日～9 月 27 日（土） 195 人 

第２期 15 回 10 月 25 日～2 月 21 日（土） 196 人 

 

■放課後日本語補習教室（公立校児童生徒対象） 
協働団体：With U-Net（4 月～9月） 

業務受託団体：特定非営利活動法人浜松外国人子ども教育支援協会（10月～3 月） 

講座名 回数 日程 受講者 

放課後日本語補習教室 

（浜松科学館） 
80 回 

4 月 22 日～3 月 17 日(火・

木) 
993 人 

 

■課外放課後日本語教室（外国人学校生徒対象） 
協働団体：With U-Net 

講座名 回数 日程 受講者 

課外放課後日本語教室 

（浜松科学館） 
56 回 

5 月 20 日～12 月 9 日(火・

木) 
284 人 

 

■キャリアアップのための若者オンライン日本語教室 
講師：内山夕輝（HICE・総括コーディネーター）奥山海（HICE） 

講座名 回数 日程 学習者 大学生 

キャリアアップのための若者オンライ

ン日本語教室（オンライン） 
15 回 

7 月 19 日～11 月 1

日（土） 
90 人 180 人 

 

 

取組８：企業と連携した外国人支援者養成（やさしい日本語） 

HICE 職員が企業に出向いて、日本人従業員を対象としたやさしい日本語研修を実施した。研修には「や

さしい日本語研修ワークブック(HICE 監修)」を用いた。 

 

■第 1 回企業内やさしい日本語研修 

日  程 5 月 20 日（火）14:30～16:30 

企業名等 株式会社市川保険サービス 
参加人数 13 人 

講  師 鈴木由美恵（浜松国際交流協会・地域日本語教育コーディネーター） 

アンケート とても良かった 100％ 

「やさしい日本語」に変換するのは、思った以上に難しかった。外国の方だけで

なく、日々の会話や文章も、短文で簡潔にするとわかりやすいので、勉強してい

きたい。 

 

 

■第２回企業内やさしい日本語研修 

日  程 10 月 23 日（木）13:30～15:30 

企業名等 浜松市立図書館（市の職員及び指定管理者の職員） 
参加人数 22 人 

講  師 鈴木由美恵（浜松国際交流協会・地域日本語教育コーディネーター） 
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アンケート とても良かった 82%、良かった 18％ 

すぐに生かせる内容で、とても勉強になりました。外国人の方だけでなく、高齢

者の方、発達障害の方も利用されるので、みんなにやさしい日本語を心がけたい

と思います。 

 

 

取組９：アラムナイ（学習者 OB／OG）ネットワークの構築 

浜松市外国人学習支援センターの日本語教室で学んだ学習者が、修了後も継続的につながりを持てる

よう、オンラインでのネットワーク構築に取り組んだ。また、それだけでなく、自律学習を促すツール

として活用したり、津波警報や制度に関するお知らせなどの情報提供も行ったりした。さらに、今年度

は、対面形式の「同窓会」を実施。在籍時のクラスを超えた学習者間の交流も目指した。このように、

オンラインとオフラインを組み合わせることで、より実効性の高いネットワークの構築を図った。 

 

・オンラインツールの外国人学習者の登録について 

＊R7 新規登録者：66 人 

（ブラジル、中国、ペルー、フィリピン、ベトナム、インド、インドネシア、韓国、アメリカ、パ 

ラグアイ、ネパール、日本（フィリピンルーツ）、タイ） 

・オフラインでの同窓会実施（8月 24 日） 

・オノマトペ作文チャレンジ（18回） 

・不用品の譲渡（2件） 

 

取組 10：日本語学習支援ポータルサイトの運用 

はままつ多文化共生・国際交流ポータルサイト（HAMAPO）日本語学習ページの PV数 

 43,525 件 

 HICE 自主事業の若者向け JLPT 助成金申込受付は全てウェブサイトとし活用を図った。 

 浜松版生活日本語コースを紹介する動画を HAMAPO にて公開した。 

 浜松版生活日本語コースのパンフレットを HAMAPO にて公開した。 

 
取組 11：浜松版生活日本語教育プログラム実施のための人材育成 

日本語教師と総括コーディネーター及び地域日本語コーディネーターが毎週 1 回オンラインミーティン

グを行い、授業実施後の振り返りをするとともにカリキュラムや評価方法の改善を検討した。 

出席者：14人（日本語教師 3名、日本語教師兼補助者 5名、総括コーディネーター1名、地域日本語コー

ディネーター4名） 

回 数：1.5 時間×13 回 

 

浜松版生活日本語教育プログラムの理念の共有及び方針に基づいた指導実践のための研修をコーディ

ネーターが受講し、修了した。 

研 修：令和 7年度文科省地域日本語教育コーディネーター研修 

    令和 7年 7月 25 日～令和 8年 2月 6日 

受講者：奥山 海（HICE・地域日本語教育コーディネーター） 

内 容：一般社団法人多文化社会専門職機構が実施し、対面またはオンライン研修 3 日間と動画視聴で

の研修を通して、地域日本語教育コーディネーターに必要な資質や能力についての理解を深めた。 
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取組 12：浜松版生活日本語教育プログラムの開発成果等に関する広報等の実施 

■浜松市地域日本語教育シンポジウム 2025 の実施 

浜松版生活日本語コース（メインコース）の本格運用開始にあたり、カリキュラム開発の成果を地域だ

けにとどまらず、全国に向けて発信・普及させるため、地域日本語教育推進シンポジウムを開催した。 

日 時 11 月 16 日（日） 

会 場 アクトシティ浜松 31会議室（浜松市中央区板屋町） 

参加者 一般市民、外国人支援者、自治体関係者、国際交流協会、研究者等 187 人 

内 容 基調講演「日本の外国人受入れ政策における日本語教育の役割と協働体制の構築 

－ネットワークによるガバナンス向上への期待－」 

    事例発表・ディスカッション 

「地域に根ざした日本語教育の実践と課題 

－「生活 Can do」を活用した体制づくりの現場から－」 

※「生活 Can do」を用いた「生活」に関する日本語教育プログラムの提供を目的とし

た取組を行う自治体関係者からの事例発表 

    パネルディスカッション 

「共生社会を支える日本語教育とは何か 

－トップダウンとボトムアップの対話の現場から－」 

 

■浜松版生活日本語教育プログラム開発事業報告書の作成 

令和 5年度から令和 7年度までの 3年間にわたる「日本語教育の参照枠」に基づく「生活 Can do」を

用いた「生活」に関する日本語教育プログラムの提供を目的とした取組の成果等を報告書として取りま

とめた。 

 

②日本語学習等支援者養成講座（市委託：国際課 「外国人学習支援センター事業」） 
■日本語ボランティア養成講座（418 人） 

地域における日本語学習支援で必要とされる知識を学ぶボランティア養成講座を開催。 
協働団体：はままつ国際理解教育ネット、With U-Net、日本語教育支援グループことのは、 

NPO 法人フィリピノナガイサ、そらの会、KSC 子どもサポーターズクラブ、浜松市教育委

員会 

全 16 回／各期 年 2期 

 期間 受講者 

第１期 6 月 6日～10月 10 日 延べ 155 人 

第２期 11 月 10 日～3月 9日 延べ 263 人 

合計 418 人 

  プログラム：日本語文法の入口、異文化理解、外国語学習体験、浜松市における外国人児童の現状

と支援、ボランティア体験実習、やさしい日本語等 
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■日本語学習支援者スキルアップ講座（192 人） 

 日本語学習支援者を対象とした日本語教育に関する知識を学ぶ講座。 

回 日時 内容 講師 受講者 

1 
4 月 15 日（火） 

9：30～11：00 

日本語教育の参照枠及び生活 Can do

について 
内山夕輝 

（浜松市地域日本

語教育総括コー

ディネーター（公

益財団法人浜松国

際交流協会） 

20 

2 
4 月 15 日（火） 

11：10～12：40 
教案を作ってみよう 20 

3 
4 月 15 日（火） 

13：00～14：30 
教案を作ってみよう 19 

4 
6 月 3日（火） 

9：30～11：00 

教材作成の実践例（ワークショッ

プ） 

針山摂子（日本語

教師） 
19 

5 
3 月 19 日（木） 

13:00～14:30 

『日本語 読み書きのたね』を使っ

た教室活動 
澤田幸子(合同会社

おおぞら日本語サ

ポート） 

58 

6 
3 月 19 日（木） 

14:30～16:00 

『日本語 読み書きのたね』を使っ

た教室活動 
56 

    合計 192 人 

  

■教職員多文化共生講座（113 人） 

保育園、幼稚園、小学校、中学校、高等学校等の教職員を対象とした夏期集中講座。 

協力：浜松市教育委員会「外国人児童生徒指導リーダー研修等」 

1,2,3 回 8 月 7日（木）9:15～12:15 

4 回 8 月 26 日 (火）13:30～16:30 

回 時間 内容 講師 受講者 

1 
9:15～

9:45 

外国人学校（ムンド・デ・アレ

グリア学校）の見学 
松本雅美 

ムンド・デ・アレグリア

学校校長 
15 人 

2 
9:55～

10:55 

外国につながる子どもと保護者

の本音 

岡田シモ

ネ・橋本ソ

ナイラ 

浜松国際交流協会 15 人 

3 
11:05～

12:15 

「ひょうたん島問題」から多文

化共生を考える 
河口美緒 浜松国際交流協会 15 人 

4 
13:30～

16:30 

外国につながる子ども達の背景

を考える～浜松の多文化共生事

情～ 

松岡真理恵 浜松国際交流協会 68 人 

     合計 113 人 

 

 

 

 

③地域日本語学習支援事業（市委託：国際課「外国人学習支援センター事業」・自主事業） 
■日本語学習支援団体ネットワーク会議 

日本語学習支援団体間の情報の共有や共通課題の克服のためにネットワーク会議を開催。 

参加者数 13 人「放課後学習支援団体情報交換会」 
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回 日時 参加団体 参加者 

1 
3 月 11 日

(水) 
10:00～11:30 

浜松市教育委員会、浜松国際交流協会、放課後学習

支援団体（そらの会、KSC 子どもサポーターズクラ

ブ、浜名小放課後勉強室、南の星小放課後勉強室、

龍の会） 

13 人 

 
■地域日本語学習コーディネート業務 

日本語支援に関心のある方の日本語教室見学を受け入れ、既に活動をしている支援者につなげ、活

動への参画を促進する。 

見学受入教室 (見学者数延べ 85 人) 

日本語教室・生活日本語クラス 延べ  8 人 

日本語教室・読み書きクラス 延べ  77 人 

総合計 延べ  85 人 

 

■日本語学習支援ボランティアコーディネート 

日本語ボランティア養成講座修了生の活動支援等 22件 

日本語ボランティア養成講座では、修了生を対象に丁寧な活動支援を行ってきた。市内のボラン

ティア団体に養成講座修了生を紹介したり、両者のマッチングに同席したりすることで、修了生がス

ムーズに活動を始められるようコーディネートした。 

 

■日本語コーディネート（自主事業） 

企業への日本語教師募集協力     1 件 

  個人への日本語プライベートレッスンマッチング  1 件 

  公立学校または市内ボランティア団体       4 件 

  日本語試験（J-CAT）受験サポート    1 件 

  日本語に関するメール問い合わせ対応             62 件 

 

 

■高校生への日本語支援事業（自主事業） 

【日本語学習支援教室】 

派遣先 静岡県立浜松工業高等学校(定時制)（5 月 15 日～6 月 19 日 計 5 回。以降は、静岡県  

教育委員会外国人生徒みらいサポート事業へ引継ぎ） 

 対象者 1 人 

 派遣者 With U-Net 登録日本語教師 1人 

 

■地域における日本語学習支援 

地域や外国人コミュニティとの連携により、ニーズを踏まえた日本語学習支援教室を開催。 
○フィリピン人児童・生徒を対象とした就学支援教室（ハロハロ教室）（655 人） 

協力  NPO 法人フィリピノナガイサ   

会場  南部協働センター 

期間 曜日 時間 
参加者（延べ） 

初期適応クラス 寄り添いクラス 

6 月 7 日～3 月 14 日 

（全 27 回） 
土曜日 13:30～15:30 132 人 523 人 

児童生徒の延べ参加者数は 655 名となり、昨年度の 499 名と比較して大幅に増加した。増加の要

因としては、児童生徒数の増加が大きく、特に呼び寄せ児童生徒の増加および日本育ちの児童生徒の

入室増加が挙げられる。中学生の参加が多く、学校生活に関する質問や悩みについて、ハロハロ教室

出身の大学生・高校生のバイリンガル講師に相談する場面が多く見られた。 
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○ベトナム人の子ども学習支援（ティントゥオン教室）（814 人） 

協力  静岡県ベトナム人協会 

会場  三方原協働センター 

期間 曜日 時間 

参加者(延べ） 

未就学

児 

小学生 中学生 日本語 

5 月 14 日～2月 25日 

（全 36 回） 
水曜日 18:00～20:00 167 人 416 人 64 人 167 人 

昨年度と比較して学習者の人数は減ったが、その分指導者が学習者一人一人に説明する時間を多

くとることができた。教科ができていない学習者はほとんどおらず、自主的に教材に取り組む学

習者が多かった。幼児はきれいなひらがなを書き、小中学生は与えられたプリントに意欲的に

取り組んだ。教室の授業を基本的に理解し自主的に学習に取り組む態度を身につけるという目

標は達成できたと考える。 

 

○浜北日本語教室（1,102 人） 

協力 浜北国際交流協会  

会場 浜北商工会館、浜北文化センター 

期間 曜日 時間 会場 
参加者 

(延べ) 

4 月 5日～3月 28 日 

（45 回） 
土曜日 13:00～16:00 

浜北商工会館、浜北文化

センター 
1,102 人 

 

外国人による日本語学習成果発表会 

開催日 2月 8日（日） 

会 場 浜北文化センター3F「大会議室」 

出場者 13 人（学生の部 6か国 9人、一般の部 2か国 4人） 

来場者 約 150 人 

 

④外国人学校への日本語教師派遣（市委託：国際課 「外国人学習支援センター事業」） 
 外国人学校児童生徒への日本語学習支援のため、市内に所在し、本国政府の認可のある外国人学校に

対して日本語教師を派遣する。 

授業実施回数（単位：回） 

学校名 教員数 ４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10

月 

11

月 

12

月 
１
月 

２
月 

３
月 

学校計 

ムンド・デ・

アレグリア

学校 

年間 

3 人 
100 87 128 109 66 78 111 88 60 60 82 116 1,085 

イーエーエ

ス伯人学校 

年間 

5 人 
172 202 199 238 116 179 232 177 75 74 202 198 2,064 

エ ス コ ー

ラ・アウカ

ンセ 

年間 

2 人 
64 64 70 68 56 68 69 60 39 20 64 68 710 

ラピス・デ・

コル 

年間 

3 人 
  38 41 24 40 47 36 36 39 41 53 395 

計 336 353 435 456 262 365 459 361 210 193 389 435 4,254 
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３．外国につながる次世代支援事業 

① 外国人の子どもの不就学ゼロ作戦事業（市委託：国際課） 

現状が不明で調査対象者となった就学年齢の外国にルーツをもつ子供に対して、訪問等で就学状況を

確認し、状況に応じて就学につなげるための支援を実施した。 

 

■就学状況の把握 

  調査項目 回数 対象 

A 新小学校 1 年生 1 回（第 1 回調査） 4 月に小学校 1 年生相当の年齢になる外国籍の子供 

B 次年度新中学校 1 年生 1 回（第 4 回調査） 次年度 4 月に中学校 1 年生相当の年齢になる外国籍の子供 

C 転入者 6 回 新たに浜松市に転入してきた外国籍の子供 

D 退学者 6 回 公立小学校、外国人学校等を退学した外国籍の子供 

 

調査対象者数                                                    （人） 

 調査項目 調査対象者 
訪問調査前に就学や 

異動等が確認された者 
訪問調査対象者 

A 新小学校 1 年生 15  0  15  

B 次年度新中学校 1 年生 25  18  7  

C 転入者 65  24  41  

D 退学者 29  10  19  

合 計  134  52  82  

 

調査方法 

訪問回数（不在含む） 165 回  

訪問により面会できた件数  79 件  

訪問時は不在だったが、差し置き資料により連絡があった件数  8 件  

外国人学校・教育総合支援センターへの照会件数  39 件  

 

■令和 7 年度に行った 6回の調査の結果 

項目 報告時点 

調査 

対象者 

(134 人) 

浜松市に 

居住 

(92 人) 

就学 

調査及び支援等に

より、調査期間中

に就学が確認でき

た者 

(63 人) 

公立小学校 13 人 

公立中学校 7 人 

私立小学校 3 人 

私立中学校 1 人 

市内の外国人学校 39 人 

市外の外国人学校 0 人 

就学が確認できな 就学支援教室・学習施設等に在籍あり 7 人 
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かった者(18 人) 就学支援教室・学習施設等に在籍なし 11 人 

その他対象外案件

(11 人) 

市教委に相談あり、手続きが進んでいる段階 4 人 

母国の通信教育を自宅学習している者 7 人 

母国や外国人学校等で中学を卒業した者 0 人 

長期休暇等で来日(母国で在学中) 0 人 

居住実態なし 

訪問調査等により、転居・転

出・帰国が確認できた（42 人) 

居住実態なし（空室・別住民在住） 21 人 

親族等から一時帰国を確認した者 10 人 

国内外への転出 11 人 

合計  134 人 

 

■ケースに応じた支援 

≪令和 7 年度に行った 6回の調査で就学が確認できなかった者の現在の状況≫ 

（支援・継続調査・就学支援教室への在籍確認等による動向：令和 8年 3月 31 日現在） 

＊前年度からの継続者 26名含む 

項目 年度末時点 

就学が確

認できな

かった者 

(44 人) 

浜松市に

居住 

(32 人) 

就学 

継続調査及び支援

等により、就学に

結びついた者 

(12 人) 

公立小学校 3 人 

公立中学校 3 人 

私立小学校 0 人 

私立中学校 0 人 

市内の外国人学校 6 人 

市外の外国人学校 0 人 

実質不就学 

(20 人) 

就学支援教室・学習施設等に在籍あり 11 人 

就学支援教室・学習施設等に在籍なし 9 人 

その他対象外案件

(0 人) 

市教委に相談あり、手続きが進んでいる段階 0 人 

母国の通信教育を自宅学習している者 0 人 

母国や外国人学校等で中学を卒業した者 0 人 

長期休暇等で来日(母国で在学中) 0 人 

居住実態なし 

継続訪問調査等により、転居・

転出・帰国が確認できた者 

(12 人) 

居住実態なし（空室・別住民在住） 2 人 

親族等から一時帰国を確認した者 2 人 

国内外への転出 8 人 

合計  44 人 
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■実質不就学(全体)が継続した者の内訳 (令和 8年 3月 31 日現在) 

＊前年度からの継続者 7 名含む 

項目 人数 

実質 

不就学 

(20 人) 

就学支援教室等

に在籍あり(11 人) 

本国政府認可外の学習施設に通っている 4 人 

就学支援教室等に通っている(予定含む) 7 人 

就学支援教室等

に在籍なし(9 人) 

学校や支援教室に通っておらず、就学予定なし、帰国予定なし 4 人 

就学予定あり 5 人 

転出予定 0 人 

全体の合計  20 人 

【不就学者の属性】 

1）国籍  2)相当学年     3)不就学の期間 

国籍 人数  小学校 人数  中学校 人数  期間 人数 

ブラジル 14 人  1 年生 0 人  1 年生 4 人  半年未満 4 人 

ベトナム 1 人  2 年生 3 人  2 年生 4 人  半年～1 年未満 4 人 

フィリピン 3 人  3 年生 0 人  3 年生 4 人  1 年～2年未満 10 人 

中国 0 人  4 年生 1 人  合計 12 人  2 年～3年未満 0 人 

インドネシア 1 人  5 年生 1 人     3 年以上 2 人 

ペルー 1 人  6 年生 3 人     合計 20 人 

韓国 0 人  合計 8 人       

合計 20 人  小・中学校合計 20 人    

 

■実質不就学者への支援 

・不就学判明後も定期的に家庭訪問等で状況を確認 

・就学等に関する情報提供 

・教育総合支援センターや学校（現場）への同行 

・外国人学校、就学支援教室、日本語学校、日本語教室等の案内 

・関係機関や専門機関との連携 

■状況と取組み 

不就学状態にある児童生徒について継続的に支援を行う中で、依然として経済的困窮が大きな課題となっ

ていることが明らかとなっている。加えて、外国にルーツをもつ児童生徒においては、家庭環境・在留状況・

文化的背景等に起因する様々な課題が複合的に存在している。具体的には、「15 歳になれば就労できる」と

の認識から中途退学に至るケース、「家族滞在」・「短期滞在」等の在留資格による制約により、継続的な就

学が困難となるケースが見られる。 

また、本人の意思ではなく保護者の都合で来日したために、本人が母国への帰国を強く希望しており、日本

での生活や就学への意欲を持ちにくいケースも確認されている。さらに、保護者の日本の教育制度に対する

理解不足、就学の必要性に対する認識不足、養育への関心の低さ等により、十分な教育機会が確保されていな

いケースも存在する。加えて、保護者の就労状況等に伴う頻繁な移動や不安定な滞在状況により、継続した通
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学や学習環境の維持が困難となる場合も見られる。そのほか、日本の学校文化への適応困難、日本語能力への

不安、いじめや孤立感、進学や将来への見通しを持ちにくい状況、発達障害・学習障害・精神的課題等に起因

する就学不安、ネグレクトや DV 等の虐待が疑われるケース、ヤングケアラーが疑われるケースなど、支援を

要する困難事例が複数確認されている。また、学校と家庭との連携が十分に図れないケース、保護者自身が相

談機関や福祉制度の存在を知らず必要な支援につながりにくいケースも課題として挙げられる。 

これらの困難事例については、学校、行政、福祉機関、相談機関等の関係機関へ適宜相談を行い、児童生徒

の状況共有及び今後の支援方針について協議する場を設け、連携した支援を実施した。 

 

■外国人学校等スクールカウンセラー派遣（149 回） 

外国人学校等にカウンセラー(ブラジルの幼児教育と心理の専門家)の派遣を行った。 

これまでのカウンセリングにおいて、複雑な家庭環境に起因して児童生徒の情緒が不安定となり、その影

響が家族関係、友人関係及び学習面にも及んでいることが明らかとなっている。児童生徒が抱える課題は複

合的かつ多岐にわたり、単一の支援のみでは解決が困難なケースも少なくない。特に、外国にルーツをもつ

児童生徒については、日本での生活環境や家庭状況等により、特有の課題を抱えている場合がある。具体的

には、来日後に核家族化しやすく、身近に支援を受けられる親族等がいないこと、家族一人ひとりの生活上・

精神上の負担が大きいことが挙げられる。また、幼少期を母国で親族等に育てられ、来日後に初めて親と同

居することにより、親子関係の再構築が必要となるケースも見られる。さらに、文化・生活習慣・価値観の

違いによる適応の難しさ、母国語能力・日本語能力の不足によるコミュニケーション上の課題、保護者の就

労状況等に伴う移動や転校の多さによる学習環境の不安定化なども、学校生活に影響を及ぼす要因となって

いる。加えて、家庭内不和、ネグレクト、DV 等の虐待、発達障害や学習障害等の発達上の特性、経済的困窮、

ヤングケアラーとしての負担、不安定な在留状況への不安、進学や就職に関する情報不足、保護者自身が日

本の教育制度を十分に理解できていないことなど、様々な背景や課題を抱えている実態が確認されている。 

児童生徒への支援を継続的かつ効果的なものとするためには、保護者への支援も不可欠である。そのため、

保護者を対象としたカウンセリングも開始し、家庭内においても子供の情緒面や生活面を適切に支援できる

よう働きかけを行っている。これにより、学校生活のみならず、家庭においても継続した支援を行う体制づ

くりに努めている。このような状況に置かれた児童生徒が不就学や不登校の状態に至ることを防ぎ、継続的

な学びを保障するためには、児童生徒本人への継続的なカウンセリングに加え、保護者支援、関係機関との

連携、包括的かつ継続的な支援体制の構築が必要である。 

 

派遣者：デヴィデ・ヴァンデル・ルイス（ブラジル人心理分析士/教育心理士） 

メンデス・大塚・ロシャナ（ブラジル人心理士/教育心理士） 

派遣先 学校名 実施スケジュール 実施回数 参加人数 

 イーエーエス伯人学校 月曜日 9：00-13：00 30 回 459 人 

 エスコーラ・アウカンセ 火曜日 9：00-15：00 50 回 157 人 

 ムンド・デ・アレグリア学校 水曜日 9：00-15：00 38 回 175 人 

 ラピス・デ・コル 金曜日 9：00-12：00 18 回 63 人 

 保護者 土曜日 9：00-13：00 13 回 34 人 

 合計  149 回 888 人 
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●外国人学校等カウンセリング参加人数                         （人） 

学校 区分 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 合計 

イ
䤀
エ
䤀
エ
ス 

伯
人
学
校 

相
談 

学校 0 0 0 0 0 0 0 131 131 

子供 27 46 31 7 4 4 10 215 344 

保護者 1 0 0 0 0 0 0 80 81 

子供の観察 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

専門機関を紹介した者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 28 46 31 7 4 4 10 426 556 

エ
ス
コ
䤀
ラ 

ア
ウ
カ
ン
セ 

相
談 

学校 8 0 0 0 0 0 3 33 44 

子供 35 10 31 18 3 2 34 31 164 

保護者 11 0 0 0 1 0 3 0 15 

子供の観察 0 0 0 0 0 0 1 0 1 

専門機関を紹介した者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 54 10 31 18 4 2 41 64 224 

ム
ン
ド
・
デ
・ 

ア
レ
グ
リ
ア
学
校 

相
談 

学校 2 2 2 0 0 0 1 0 7 

子供 44 133 106 36 17 18 29 73 456 

保護者 0 0 0 0 0 0 1 0 1 

子供の観察 2 1 1 0 0 0 2 0 6 

専門機関を紹介した者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 48 136 109 36 17 18 33 73 470 

ラ
ピ
ス
・
デ
・
コ
ル 

相
談 

学校 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

子供 10 6 2 0 0 0 5 20 43 

保護者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

子供の観察 25 0 0 0 0 0 28 68 121 

専門機関を紹介した者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 35 6 2 0 0 0 33 89 165 

保
護
者 

相
談 

学校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

子供 7 9 8 0 0 1 3 3 31 

保護者 12 16 16 0 1 1 2 18 66 

子供の観察 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

専門機関を紹介した者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 16 25 24 0 1 2 5 21 97 

全
体 

相
談 

学校 10 2 2 0 0 0 4 165 183 

子供 123 204 178 61 24 25 81 342 1,038 

保護者 24 16 16 0 2 1 5 98 162 
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備考： 

① 学習障害の疑い／学校生活習慣の問題（暴力的、ルールが守れない、社会性に欠ける、強情的） 

／②精神障害の疑い／③家族関係の問題／④交際関係の問題／⑤いじめ/DV/依存症／⑥自殺願望/

自傷行為／⑦疾患/特定疾患/診断仮設／⑧その他 

 

② 定住外国人の子どもの就学促進（市委託：国際課） 

外国籍の子供の就学促進のため、市内にある 3つの学習機関と連携し、就学等に課題を抱える外

国にルーツをもつ子供の学びの場を確保するとともに、公立学校や外国人学校等教育機関への就学

につなげるために必要な支援を実施した。 

 

■在籍数月別推移 

佐 鳴 台 教 室                               （人） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

就学前 0 0 0 0 0 0 2 2 3 3 3 3 16 

小学生 0 0 0 1 1 3 3 3 3 4 3 4 25 

中学生 1 2 1 1 1 1 0 0 1 1 0 1 10 

学齢超過 1 2 2 2 3 3 3 5 5 5 5 5 41 

合計 2 4 3 4 5 7 8 10 12 13 11 13 92 

 

雄 踏 教 室                               （人） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

就学前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小学生 7 8 8 8 8 9 9 5 5 4 3 3 77 

中学生 4 4 4 4 4 3 3 3 3 2 2 2 38 

学齢超過 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 11 12 12 12 12 12 12 8 8 6 5 5 115 

 

駅 南 教 室                               （人） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

就学前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小学生 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4 

中学生 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 8 

学齢超過 9 9 11 13 13 13 14 16 15 15 15 15 158 

合計 11 10 11 13 15 14 15 17 16 16 16 16 170 

 

■国籍別在籍実人数                             （人） 

国籍 佐鳴台教室 雄踏教室 駅南教室 合計 

ブラジル 12  15  0  27  

ベトナム 0  0  1  1  

子供の観察 27 1 1 0 0 0 31 68 128 

専門機関を紹介した者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計  184 223 197 61 26 26 121 673 1,511 
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フィリピン 0  0  18  18  

中国 1  0  0  1  

インドネシア 1  0  1  2  

ペルー 1  0  0  1  

ネパール 2  0  0  2  

タイ 1  0  0  1  

インド 0  0  1  1  

日本(外国ルーツ) 0  0  3  3  

合計  18  15  24  57  

 

■就学実績等                                （人） 

就学先等 佐鳴台教室 雄踏教室 駅南教室 合計 

公立小中学校 8  3  3  14  

公立高校等 2  0  15  17  

外国人学校 2  5  0  7  

その他 6  7  6  19  

合計  18  15  24  57  

 

※その他：就職、日本語教室、国内外転出、継続希望等 

《主な就学先》 

・浜松市立芳川北小学校、蒲小学校、三方原小学校、入野小学校、舞阪小学校、北浜小学校、大平台小

学校、竜禅寺小学校 

・浜松市立高台中学校、江西中学校、曳馬中学校、北星中学校 

・静岡県立浜名高等学校、北高等学校、江之島高等学校、新居高等学校、オイスカ浜松国際高等学校 

・ムンド・デ・アレグリア学校、イーエーエス伯人学校、通信制学校 

 

③ 外国にルーツを持つ青少年のキャリア支援（市委託：国際課 「外国人学習支援セン

ター事業」） 

■高校生のためのキャリア支援セミナー 大平台高校（85 人） 

 日 時 11 月 6日（木）①10：45～12：25 ②19：05～20：25 

 会 場 静岡県立浜松大平台高等学校 

参加者 大平台高校定時制生徒 85人 

講 師 アルバレズ アントニ（GRACE） 

内 容 外国ルーツの講師による講話を実施した。高校時代から大学進学、就職活動を経て、現在の 

キャリアに至るまでの間、その時々の選択で何を大切に考え行動したのかを聞き、生徒が自

身のキャリアパスを考える際の指針を持てるようになることを狙いとした。 

 

■関係諸機関とのネットワーク会議 

外国人青少年の支援に係る関係諸機関との連携体制を構築するため、ネットワーク会議を実施した。

会議は、県西部高等学校定時制通信制副校長教頭会と連携して行った。 

 日 時 9 月 2 日（火）13:00～14:00 

 会 場 静岡県立浜松工業高等学校 
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 参 加 10 団体 

静岡県立新居高等学校定時制課程／静岡県立浜名高等学校定時制課程 

    静岡県立浜松大平台高等学校定時制課程／静岡県立浜松北高等学校定時制課程 

    静岡県立浜松工業高等学校定時制課程／静岡県立磐田南高等学校定時制課程 

     静岡県立中央高校西部キャンパス／静岡県教育委員会高校教育課 

オブザーバー 浜松市国際課／事務局 浜松国際交流協会 

内 容 各校の在籍する外国籍生徒の状況やキャリア支援の取組、外国にルーツを持つ生徒とその 

保護者、教員が利用できる HICE の取り組み等の情報共有・意見交換 

 

■夏休み学習支援事業 

 外国にルーツを持つ小中学生を対象にした教室を浜松市鴨江アートセンターで開催。夏休み期間を活

用して集中的に日本語で夏休みの宿題支援を行う。また、支援者は市内高等学校、大学に通う学生を募

集した。支援者向けに、教室に対する意識を高めることを目的とした事前研修を行い、教室活動の内容、

多文化共生について、やさしい日本語などについて学んだ。 

講座名 回数 日程 受講者 

夏休みこども学習支援教室 5 7 月 28 日～8月 1 日 120 人 

 

 

④ 日本語能力検定試験助成金交付事業（自主事業：公益充実資金） 

浜松市在住・在学の外国につながる子どもの日本語能力向上を支援するため、また、意欲はあるが経

済的な理由で受験を諦める子どもをゼロにするために、日本語能力試験に合格した子どもを対象に日本

語能力試験受験料を助成する事業を行った。 

助成対象受験回：2025 年度第 2回（12月実施） 

助成対象者：25 人 

合格レベル：N1－5人、N2-4 人、N3-6 人、N4-6 人、N5-4 人 

所属内訳：浜名高校（定時制）12 人、大平台高校 5人、浜松北高校（定時制）2人、江之島高校 1人、

浜松工業高校（定時制）1 人、新居高校（定時制）1 人、ムンド・デ・アレグリア学校 2 人、

イーエーエス伯人学校 1人 

 

 

４．多文化防災事業（市委託：国際課 「多文化共生センター事業」）  

 

① 外国人防災リーダー養成研修（51 人） 

日程・場所 内容・講師 参加者 

9 月 6日（土） 

14：00～15：30 

浜松市防災学習センター 

「第 1回目」※新規参加者のみ 

・浜松市災害時多言語支援センターとは 

・外国人防災リーダーの役割 

 講師：浜松国際交流協会職員 

・防災学習センター見学 

16 人 
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②  情報収集と効果的な情報提供のための調査研究 

9 月 17 日（水）、東海北陸地域国際化協会のネットワーク等を通じて、佐賀県の災害時多言語支援

センターの運営事例に関する情報収集を行うとともに、外国人住民に対する情報提供体制及び関

係機関間の連携のあり方について調査研究を実施した。 

 

③  モデルケースを設定した多文化防災訓練 

 
 

 

 

 

 講師：浜松市防災学習センター職員 

9 月 6日（土） 

15：45～17：00 

浜松市防災学習センター 

「第 2回目」※新規参加者のみ 

・命を守るための行動 

・家の中での災害対応を想定（家庭内 DIG 訓練） 

・情報収集の方法 

 講師：浜松国際交流協会職員 

16 人 

9 月 13 日（土） 

14：00～16：00 

多文化共生センター 

「第 3回目」 

・浜松における大規模災害の想定 

・ハザードマップの見方 

・避難所での生活について 

 講師：浜松市危機管理課職員 

・防災啓発事業について 

 講師：浜松国際交流協会職員 

19 人 

日程・場所 協力団体 内容 参加者 

10 月 12 日（日） 

13：00～15：00  

富塚東自治会集合所 

富塚東自治会 地域に暮らす外国人住民に起震車体験に参

加してもらい、防災リーダーと自治会役員

との顔合わせも行う。 

台風の影響で

中止 

2 月 21 日（土） 

11：00～14：00 

ちまたパーク 

認定 NPO 法人

クリエイティブ

サポートレッ

ツ、浜松市社会

福祉協議会 

東南海地震発生 10 日後のフェーズを想定し

た訓練として、外国人防災リーダーと福祉

団体が連携し、多言語受付訓練を実施。訓

練では、自治体国際化協会（CLAIR）の多

言語指さしボードを活用して一般の外国人

への対応を行うことができた。また、防災

クイズも行うことで、日本人・外国人双方

が参加する中で、福祉避難所の存在も含

め、日頃からの備えについて改めて確認す

る機会となった。 

23 人 

（うち防災

リーダー3

人） 
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④ 災害時多言語支援センター設置訓練 

 
 

 

⑤ 災害時に備えたネットワークの強化 

 
 

⑥ 災害・防災情報の提供（237 件） 

 災害・防災等の緊急情報を、Facebook を通して外国人市民に向け広く多言語により情報提供した。 

月 内容 件数 

4 月 ミャンマー地震募金について 1 

7 月 津波注意報・警報 3 

津波警報による避難指示 1 

津波警報による遠鉄バス運休について 1 

U-ToC 防災訓練開催について 1 

8 月 土砂災害警戒情報 1 

緊急避難所設置のお知らせ 5 

レベル 4避難指示 2 

防災リーダー研修参加者募集について 1 

9 月 台風１５号情報について日本語アカウントへの案内 1 

台風 15 号避難情報 1 

10 月 牧之原市で台風被害にあった外国人のための相談会のお知らせ 2 

1 月 浜松防災フェス 2026 BOUSAI EXPO 1 

2 月 多言語避難受付訓練 1 

3 月 緊急速報サイレンのお知らせ 1 

 

 

日程・場所 内容 参加者 

12 月 10 日(水) 

9：30～12：00 

多文化共生センター 

・浜松市における多文化防災事業について（HICE） 

・仙台市災害時多言語支援センターの取り組みについて(仙台

国際交流協会) 

・避難所巡回訓練（市内の外国人住民集住エリアの確認、避難

者が多くなりそうな避難所や施設の洗い出しなど）。 

12 人 

日程・場所 内容 参加者 

7 月 4日（金） 

19：00～20：30 

多文化共生センター 

・浜松市の外国人事情について（国際課） 

・浜松市の地域防災計画、災害時対応について（危機管理課） 

・災害時における外国人について（HICE） 

・各団体による取り組みの状況、共有する課題などについて 

22 人 

（10 団体、 

外国人防災

リーダー5

人） 
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⑦ 各種イベントへの防災ブースの出展 

日時 会場 内容 

10 月 19 日（日） 

10：00～17：00 

ギャラリーモー

ルソラモ 

インターナショナルフェスティバルの一角で防災リー

ダーによる防災クイズを実施。正解した参加者に参加

の記念として国旗のバッジをプレゼント。多数参加。 

1 月 17 日（土） 

10:00～15:00 

浜松市社会福祉

交流センター 

防災エクスポにおいて、外国人防災リーダーとともに

防災ブースを運営。防災をテーマに関係機関とトーク

ショーを行い、外国人と防災について意見交換を行っ

た。ブース立ち寄り者 30人。 

 

 

⑧ 牧之原台風 15 号災害支援事業（自主事業：東海北陸地域国際化協会連携協議会連携） 
2025 年 9 月に発生した台風 15 号の竜巻により被害を受けた静岡県牧之原市および吉田町近隣の

被災外国人住民等を支援する牧之原市の活動に協力するため、災害時の広域支援に関する協定書

に基づき、東海北陸地域国際化協会連絡協議会の 2025 年度の会長協会として、他協会をとりまと

め、通訳・翻訳等の言語的支援を行った。 

 

■活動した国際交流協会： 

    東海北陸地域国際化協会連絡協議会の会員のうち、静岡県内の協会 

    ・（公財）浜松国際交流協会（HICE） ※2025 年度会長協会 

・（公財）静岡県国際交流協会（SIR） 

・（一社）静岡市国際交流協会（SAME） 

■生活再建制度相談等への通訳支援 

    日程：9月 19 日～11 月 22 日のうち土日祝日 10 日間 

 内容：通訳者及びコーディネーターの派遣による通訳・翻訳業務 

     ポルトガル語、フィリピノ語、ベトナム語 

    実施場所：牧之原市総合健康福祉センター「さざんか」 

■「牧之原市地域ささえあいセンター」における通訳・翻訳支援 

   日程：12 月 1 日～2月 28 日 

 内容：支え合いセンター職員による調査において、必要に応じて遠隔による通訳支・翻訳支援 

■翻訳業務 

・罹災証明書申請書等関連資料（業務内で実施） 

・災害見舞金関連資料（業務内で実施） 

・仮設住宅関連資料（業務内で実施） 

  （以上については英語、ポルトガル語、ベトナム語、フィリピノ語） 

・被災者生活再建支援の案内資料（外部に翻訳依頼して実施） 

  （英語、ポルトガル語、ベトナム語、フィリピノ語、インドネシア語、ヒンディー語） など 
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１．地域共生事業（市委託：国際課 「多文化共生センター事業」） 

① 各地域への個別支援（10 自治会から 21 件の相談）   
 相談内容 ・翻訳要請（19件） 

      ・情報提供等（1件） 

・現場に赴き、外国人住民と日本人住民の相互理解の支援（1 件） 

 

② 地域共生自治会会議（49 人） 
浜松市内の自治会役員等の関係者を対象に、自治会活動において外国人住民と日本人住民との共生

をどのように進めていくか、具体的に参考になるような講話を提供したり、自治会間の経験を学び

合ったりする場を提供する。 

 

 

２．多様性を生かしたまちづくり事業 （市委託：国際課 「多文化共生センター事業」） 

 

① はままつ多文化共生 MONTH(月間)事業 
（１）出張多文化共生センターの開設 

10/19 に開催したはままつインターナショナル・フェスティバルに合わせ、会場であるソラモ近辺

で非常に通行量の多い hamamachi Plus+（遠鉄新浜松駅高架下）にて出張多文化共生センターを開

設、多文化共生 MONTH ポスターの掲示などを通じ、浜松市の多文化共生施策を広く市民にアピール

した。 

 

（２）動画の作成 

多文化共生センターの多言語相談員が登場するリール動画および、多文化共生センターまでの行き

方動画を作成し、HICE 公式 YouTube チャンネルに掲載した。 

 

② 文化・スポーツ紹介（65 件） 
Facebook により浜松市内の主要な文化・スポーツイベント等についての情報を多言語で提供。 

 合計 65件 

 

 

 

 

 

日程・場所 内容 参加者 

7 月 26 日（土） 

15：00～16：00 

クリエート浜松 

２階ホール 

・浜松市に暮らす外国人事情と災害時の対応について 

・グループごとの情報交換会 → 外国人防災リーダー5 人（ブ

ラジル、インドネシア、ベトナム）及び HICE 相談員 6 人（ブ

ラジル、ペルー、ベトナム、中国、フィリピン）を交えて各地

域での困りごとや防災対策についての情報交換 

・参加者の声「外国人に対して、各地域の対応が参考になった。

（ゴミ、防災訓練など）」「情報不足な外国人が多いため、情報

の提供の重要性。」「防災にまで話が進まなかったのが少し残念

だった。」 

49 人 

(41 自治会) 

グローバル感覚に優れた人づくり 
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③ 地域活性化事業 

■シンポジウム【外国人材も出世する街 浜松市】（81 人） 
 日 時 11 月 7日（金）14：00～17：00 

 会 場 クリエート浜松 2階ホール 

 参加者 外国人材の雇用に関心のある浜松市内の企業等 81 人 

 内 容 基調講演：「外国人材と成長する社会」 

講師：是川夕氏（国立社会保障・人口問題研究所 国際関係部部長） 

「浜松市の取り組み」 

国際課 外山裕太氏  

     トークセッション：「知りたい！あの会社の高度外国人材雇用」 

  企業担当者：ヤマハ株式会社 人事部 太田佳宏氏 

                   情報システム部 張蓉氏 

パイフォトニクス株式会社 代表取締役 池田貴裕氏 

             技術部 ヒルラク シリワルドナ氏 

  ファシリテーター：是川夕氏（国立社会保障・人口問題研究所 国際関係部部長） 

 

④ 浜松多文化創造活動促進事業の運営（市負担金：国際課） 

■インターナショナル・フェスティバルの運営 
 浜松多文化創造活動促進事業実行委員会事務局として運営。 

日 時 10 月 19 日（日）10：00～18：00 

会 場 浜松市ギャラリーモール ソラモ 

来場者 約 14,700 人 

内 容 多国籍料理や 10 か国の 20 団体（日本・ブラジル・ベトナム・フィリピン・インドネシア・中

国・ペルー・ネパール・インド・メキシコ）によるダンスや音楽の披露、防災コーナー、生活

情報提供コーナーなど  

 

■インターカルチュラル・シティセミナーの運営 

 浜松多文化創造活動促進事業実行委員会事務局として運営。 

日 時 12 月 5 日（金）(1)14：45～17：45 (2)19：00～20：30 

会 場 クリエート浜松 ２階ホール 

参加者 (1)11 人 (2)44 人 

内 容 (1)市内公立文化施設職員向け多文化対応ワークショップ 

①基調講演「地域住民を知ることが開く、文化施設の多文化共生」 

 講師：閔
みん

 鎭
じん

京
きょん

氏（北海道教育大学） 

②座談会（自己紹介タイム） 

 各施設での外国人対応の課題や、在住外国人を巻き込んだ実践例について共有 

③ロールプレイ（災害時における文化施設での外国人対応） 

 所属施設で火災発生という想定で、外国ルーツスタッフらによる寸劇を交えながら、火災発

生を伝えてくれた外国人役からの聞き取りや、「やさしい日本語」アナウンスを用いて避難誘

導する体験 

 

（２）国際夫婦漫才コンビ ～フランポネと一緒に漫才をつくってみよう～ 

 「やさしい日本語」や、英語、フランス語などを交えた漫才公演。来場者であるブラジル人

学校の生徒らによる即興漫才披露などを行った。 



38 

 

■活躍する外国人インタビュー 

2025 年 8月～9月にかけて、5名にインタビューを実施し、HAMAPO のインタビュー掲載ページにて記

事を公開した。  

名前 プロフィール 

パウロ・リカルド 

（ブラジル出身） 

浜松を拠点に活動するヘアメイクアーティスト。来日時の言語の壁を

乗り越え、美容分野で経験を積み独立。現在はヘアメイクや衣装制作、

講師活動に加え、外国ルーツ人材の育成にも取り組んでいる。 

南咲空（みなみさら）（日

本生まれ／ペルールーツ） 

外資系 IT 企業に勤務し、多様性に関する研修や講和を実施。自身の

ルーツを活かしダイバーシティの理解促進に取り組むほか、占星術を

用いたライフコーチとして個々の強みを引き出している。 

入江純美（いりえまさみ） 

（旧清水市生まれ／フィリ

ピンルーツ） 

清水区の中学を卒業後、フィリピンの「インターナショナルブリ

ティッシュアカデミー」に入学。卒業後は駒澤大学法学部にて法律を

専攻。現在は、行政書士事務所で、英語、タガログ語、日本語を活か

し通訳・翻訳に従事。 

ラウラ・ロドリゲス 

（メキシコ出身） 

浜松を拠点に活動するビジュアルアーティスト。メキシコ出身で、小

学校から高校まで日本人学校に在籍。現在は創作活動のほか、アート

を通じた地域交流にも取り組んでいる 

ジェシー・ナサニエル・ 

ライツィン 

（オーストラリア出身） 

浜松のこども園で日本語と英語を使った保育を実践。3歳児クラスの

担任の一人として 47 名の子どもたちを受け持ち、遊びや音楽を通し

て、子どもたちが生き生きと楽しく過ごせるようにサポート。多様性

を大切にしながら子どもたちの成長を支援。 

 

⑤浜松市外国人材活躍宣言事業所認定事業（市委託：国際課） 

■認定事業 

 外国人材の活躍推進に積極的に取り組んでいる事業所を対象に、チェックリスト等に基づき審査を

し、優良事業所として認定した。認定された事業所は、浜松市公式ホームページにおいて公表されると

ともに、浜松市の発注する建設工事、物品購入、業務委託において優遇措置を受けられる。また、認定

マークの使用が可能になる。 

 認定事業所数  36 事業所(更新 20、新規 16) 

更新事業所名  20 事業所（※★はスタープライズ認定された事業所 ７つ） 

・ムラマツグループ（辻精機株式会社、廣川精機株式会社） 

・★株式会社静岡県セイブ自動車学校 ・★株式会社マルハナ 

・★株式会社丸八アセットマネージメント ・遠州信用金庫 ・社会福祉法人天竜厚生会 

・★株式会社アイケア ・株式会社ソミック石川 ・★社会福祉法人 慈悲庵 

・株式会社遠州クリエイト ・★社会福祉法人 慶成会 ・★遠州鉄道株式会社 

・株式会社モアソンジャパン ・株式会社マル善トーカイ 

・株式会社東洋インフラテック ・株式会社共同 ・株式会社小松組 ・株式会社宝翔  
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・淳和工業株式会社 ・シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社 浜松営業所  

 新規事業所名  16 事業所 

・株式会社ブラステック 浜松営業所 ・医療法人社団一穂会 西山病院グループ 

・株式会社小楠金属工業所 ・株式会社ヤタロー ・株式会社ヤタロー静岡 

・株式会社渡部建設 ・株式会社ホンダモビリティ中部 浜松オフィス 

・浜松ヒートテック株式会社 ・株式会社渡辺兄弟工業 ・株式会社塗和 

・IBUMARI 株式会社 ・日本ビニロン株式会社 ・竹田工業株式会社 

・株式会社インタラック関西東海 ・株式会社アサヒキャリアサービス浜松営業所 

・株式会社 TOMO ファーム 

 授与式     11 月 14 日（金）14:30～15:00 会場：市役所 庁議室 

■アドバイザー派遣事業 

・認定事業所からの依頼による多文化共生分野の助言・サポート業務 1社（1回） 

・応募を検討する事業所への外国人材雇用等のアドバイザー派遣業務 2社（4回） 

  

３．グローバル人材の育成と活用  

① 地球人教育出前講座及びコーディネート(市委託：国際課 「多文化共生センター事業」) 

■学校等への派遣 

学校名等 参加者 登録ボランティア等 専門職員 

静岡県立大学 50  多文化共生センター1名 

静岡県立浜松江之島高校 23  多文化共生センター1名 

静岡大学国際連携推進機構 16  多文化共生センター1名 

浜松学芸中学校・高等学校 25 フェアトレードショップ

経営者 1名 

 

浜松市立佐鳴台中学校 71  多文化共生センター2名 

静岡県立浜松北高校定時制 .35  多文化共生センター1名 

学校法人聖隷学園 65  多文化共生センター1名 

静岡大学教育学部附属浜松

小学校 

67 インドネシア出身者 1名 

日本人 1名 

 

浜松開誠館高校 31  多文化共生センター2名 

常葉大学（外国語学部） 120  外国人学習支援センター

1 名 

浜松日本語学院(4コマ) 40  外国人学習支援センター

1 名 

浜松医科大学大学院 5  多文化共生センター1名 

浜松医科大学 20  多文化共生センター1名 

浜松市立看護専門学校 49  多文化共生センター1名 

浜松市立看護専門学校 49  多文化共生センター1名 

浜松市立看護専門学校 49  多文化共生センター2名 

浜松市立看護専門学校 49 中国出身者 1名 多文化共生センター1名 

浜松市立看護専門学校 49 インドネシア出身者他 1

名 

多文化共生センター1 名 

浜松市立看護専門学校 49 フィリピン出身者 1名 多文化共生センター1名 

浜松市立看護専門学校 49  多文化共生センター1名 

浜松市立看護専門学校 49  多文化共生センター1名 
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聖隷クリストファー大学 30  多文化共生センター1名 

聖隷クリストファー大学 6  多文化共生センター1名 

 

■団体等への派遣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学校・団体等からの訪問受け入れ ※10 月から 3月まで、原則、新規受入を停止した。 

団体名 参加者 専門職員 

高知県文化生活部国際交流課 45 外国人学習支援センター1名 

日本語教育学会秋季大会 

一般公開プログラム 

300 外国人学習支援センター1名 

日本語教育学会秋季大会 

パネルディスカッション 

100 外国人学習支援センター1名 

JP－MIRAI 会員フォーラム 200 多文化共生センター1名 

鴨江アートセンター 20 多文化共生センター1名 

 学校名・団体名 

訪問先・期間 

訪問者数 多文化共生 

センター 

外国人学習 

支援センター 

佐賀大学 １日  １人 

メキシコ・チアパス州 南部国境大学 １日  １人 

公益社団法人関西経済連合会 １日  ２人 

熊本県国際協会 １日  ３人 

JICA 本部、JICA 中部 1 日  ６人 

芝浦工業大学 １日  １人 

静岡大学教育学部附属浜松中学校 １日  ４人 

浜松市立神久呂中学校 １日  ５人 

神戸大学大学院 １日  １人 

静岡県立ふじのくに国際高等学校 １日  ３人 

立教大学大学院 １日  １人 

静岡県立浜松北高校 １日  １人 

静岡県立浜北西高校 ２日  １０人 

豊田市保見交流館 １日  １人 

福岡県久留米市 １日  １人 

静岡文化芸術大学大学院 １日  １人 

公益財団法人三重県国際交流財団 １日  ２人 

公益財団法人名古屋国際センター １日  １人 

公益財団法人愛知県国際交流協会 １日  ２人 

愛知大学 ２日  ２人 

東京大学大学院 １日  １人 

JICA 中国 １日  １人 

島根県 JICA デスク １日  １人 

関西外国語大学 １日  １人 

社会福祉法人ひかりの園 相談支援事業所

まど 

１日  ７人 

大分市 １日  ２人 

静岡県立大学 １日  １人 

静岡県立浜松西高中等部 ２日  ４人 

立命館大学 １日  １人 

千葉大学 １日  １２人 
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② グローバル人材セミナー（市委託：国際課 「多文化共生センター事業」）（34 人） 
静岡文化芸術大学准教授から聞く―TSUNAMI でつながる世界と国際的な影響― 

日 時 6 月 27 日（金）19：00～20：30 

場 所 多文化共生センター 

参加者 34 人 

内 容 講師 内尾 太一氏（静岡文化芸術大学准教授） 

「東日本大震災は、日本だけの災害だったのか」という視点から、内尾氏の調査で明らか

になった津波の国際的な影響と国境を越えた国際交流について、現地の写真やエピソード

とともにお話しいただいた。 

 

③国際理解教育講座（自主事業）（69 人） 

 ■「国際理解教育ファシリテーター養成講座」 

場 所 浜松市多文化共生センター 

主 催 はままつ国際理解教育ネット 

共 催 JICA 中部 

参加者 高校生、大学生、中学教員、高校教員、保育士、会社員 等 

内 容 多文化共生、貧困、環境問題などの今日的課題を通じた国際理解教育に関する概要を学ぶ

とともに、ファシリテーターとしてのスキルの取得を目指す連続講座。 

日 時 内容 講師 受講者 

9 月 7日（日）

10：00～17：00 

多文化共生×日本人移民／ファシリ

テーターとは 

はままつ国際理解教

育ネット  

23 人 

10 月 26 日（日）

13：00～17：00 

環境と資源の未来 はままつ国際理解教

育ネット  

22 人 

11 月 16 日（日）

13：00～17：00 

世界の戦争と私たち はままつ国際理解教

育ネット  

11 人 

12 月 7 日（日）

10：00～17：00 

ワークショッププログラム作り はままつ国際理解教

育ネット  

13 人 

 

東京外国語大学（Zoom 対応） １日  １人 

杉並区議会 １日  １人 

東京都議会 １日  １人 

日本大学 １日  ８人 

公益財団法人広島平和文化センター  １日 ２人 

静岡県立浜松西高等学校中等部  ２日 ２人 

大分市企画部国際課  １日 ２人 

公益財団法人加古川市国際交流協会  １日 ５人 

浜松市立富塚中学校  １日 ３人 

公益財団法人しまね国際センター  １日 ６人 

芝浦工業大学建築学部建築学科  １日 １人 

愛知県立大学外国語学部中国学科  １日 １人 

静岡県立池新田高等学校  ２日 １人 

熊本県外国人サポートセンター（オンライ

ン） 

 １日 ３人 

大阪市教育委員会  １日 ６人 

NPO 法人フィリピノナガイサ  １日 １２人 

学校法人ユニタス日本語学校  １日 ３人 

北九州市  １日 ４人 

合計 48 団体   
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④第 16 回はままつグローバルフェア（自主事業）（4,110 人） 

目 的 広く市民（特に次世代を担う子ども・若者）に呼び掛け、国際交流に参加するはじめの一

歩の機会とし、文化を通した多文化共生の社会づくりにつなげる。外国人と日本人同士の

交流の場を提供し、気軽に多くの方に参加してもらう機会とする。    

日 時 2 月 8日（日）10:00～17:00 

場 所 クリエート浜松 1 階・2階・4階・5階 

来場者 4,110 人（延べ） 

会場 ブース名 内容 

ふれあい広場 
ワールドマーケット 海外の雑貨や食品、フェアトレードグッズの販売 

ビンゴ大会 出店団体から提供された豪華賞品があたる 

創造活動室 
インドネシア・バングラデ

シュ等文化体験 

ムスリムグループ HAMKA によるインドネシア・バングラデシュ

文化紹介・体験   

中庭 世界の料理 市内外国料理店による飲食物の販売 

アトリエ 

プライドファッション

ショー 

SDGｓ推進プロジェクト（公益充実資金） 

国籍や性別に関係なく誰もが輝けるファッションショー 

Color for All フェイスペ

イント 

SDGｓ推進プロジェクト（公益充実資金） 

気軽に楽しめる SDGｓフェイスペイント 

特別会議室／2

階ホール 
はままつ映画祭 日本人と外国人が協力して作った映画作品を上映 

21 講座室 
国際理解教育ワークショッ

プ 

はままつ国際理解教育ネットによる国際理解教育ワーク

ショップ 

ホール 

U-ToC 日本語教室 浜松版

生活日本語コース R7さく

らクラス プロジェクト

ワーク発表会 

日本語を学ぶ学習者が自分の興味あるテーマについて日本語

でインタビューし、その結果を発表。 

HICE 前 
JICA 展示 海外での活動写真を展示 

スタンプラリーゴール 会場内でスタンプを集めると世界の雑貨等がもらえる 

多文化共生セン

ター  
外国人なんでも相談会 名古屋入管による外国人向け生活相談会 

クッキングルー

ム 
ブラジル料理教室 

午前中はブリガデーロとベイジーニョ、午後はポンデケージョ

を作る 

51 会議室 
第 5 回フィリピノ語スピー

チコンテスト 

NPO 法人フィリピノナガイサによるフィリピノ語スピーチコン

テスト 

53 会議室 世界ごちゃまぜ文化祭 HICE これからバディ企画による「世界ごちゃまぜ文化祭」 

スタジオ 出張‼楽器博物館! 
浜松市楽器博物館による展示や楽器体験、職員のギャラリー

トーク 

和室 
Kawaiiねりきり和菓子＆抹

茶体験 
AND muni 株式会社提供 
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⑤外国人コミュニティ・ライフステージ講座（市委託：国際課 「多文化共生センター事業」）

（延べ 122 人） 
内 容 国籍別・言語別にそれぞれのニーズに応じてテーマを設定し、各言語によるセミナーを行った。 

対象 日程・場所 内容 参加者 

フィリピン

人 

5 月 24 日（土） 

14:00～16:00 

多文化共生センター 

ストレスの管理方法、心の健康に影響を与える

要因、健康的な生活習慣の維持や異文化に暮ら

すために大切なこと 

講師：April N. Morito（フィリピン人心理士） 

7 人 

ブラジル人 8 月 6日（水） 

14：00～16：00 

TREVO ブラジル人スー

パーマーケット 

（高丘） 

介護保険や施設を利用するための講座 

講師：包括支援センター高丘職員 

体験談：湯村 サユリ氏 

4 人 

ベトナム人 2 月 15 日(日) 

12：00～16：30 

南部協働センター 

年金、在留資格、交通ルール、防災など、日本

で生活するうえで必要な情報を提供する講座

を、ベトナムの旧正月（テト交流会）と組み合

わせた形式で開催。 

① 日本の年金制度について 

  講師：HICE 職員 

② 巨大地震が発生した際の行動について 

  講師：Nguyen Duy Cuong 氏（外国人防災

リーダー） 

③ 知っておきたい自転車および自動車の交

通ルールについて 

  講師：江戸 輝氏（静岡県警察本部 交通部

交通企画課 交通安全教育係 巡査

部長） 

④ 在留資格更新における重要なポイントに

ついて 

  講師：沖田 裕子氏（行政書士沖田事務所 

代表） 

111 人 

 

 

⑥ 多文化体験・交流事業(市委託:国際課「外国人学習支援センター事業」) （185 人） 
日本語ボランティア養成講座修了生 有志のグループが、自主的に企画した日本文化体験イベ 

ントを通して、日本人、外国人市民が交流を深めながら多文化共生を身近なものとして感じる講座。 

■多文化体験 講師：おしゃべりタイム（With U-Net） 場所：外国人学習支援センター 

  日にち 時間 内容 参加者 

1 
6 月 26 日（木） 12：00～13：30 「七夕まつり体験」 50 人 
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2 
10 月 27 日（月） 13：30～14：30 「秋まつり体験」 40 人 

3 
12 月 19 日（金） 12：00～13：30 

「防災について自分でできる

ことをやってみよう！」 
61 人 

4 
2 月 16 日（月） 13：30～14：30 「ひなまつり体験」 34 人 

合計 185 人 

 

⑦ブリッジビルダー育成（延べ 149 人） 

地域における異なる文化背景を有するコミュニティ間を取り持ち、住民間のパイプ役

を担い、地域社会での相互理解を進める多様な人材。 

■３回連続講座「外国ルーツの子・保護者との懸け橋になろう」 

 

 

⑧企業向け従業員研修（自主事業） 

■浜松日本語学院学院との連携によるビジネス日本語研修 

企業からの依頼を受け、事業所内の会議室内またはオンラインで日本語の講習を行う。受講者のレ

ベルや目指すこと、企業のニーズなどを丁寧に聞き取り、各企業に適したカリキュラムをカスタマイ

ズして提案。介護、建設等、業種に応じたテキストを使い、専門用語を学ぶことも可。授業は浜松日本

語学院の日本語教師が行う。 

日  程 ① 入社時研修：9月 10 日～11 月 21 日 14:00～17:00 週 3 回 

② ビジネス日本語研修：12月 8 日～2026 年 6月 24日 14:00～17:00 週 3回 

企 業 名 株式会社小澤土木 
参加人数 ベトナム人従業員 1名 （技人国） 

内  容 新入社員として入社後～1年間の日本語講習。毎週月・水・金に事業所の会議室

内で学習。 

 

日  程 11 月 4 日～1月 9日 14:00～16:10 週 5 回 

企 業 名 株式会社浜名ワークス 
参加人数 インドネシア人従業員 2名 （特定活動） 

日程・場所 テーマ 内容 参加者 

6 月 28 日（土） 

13：30～16：30 

多文化共生センター  

概要編「日本の学校って

普通なの？～６つの国の

学校に通った生徒の話

～」 

講師：キリーロバ・ナージャ氏

（コピーライター・作家） 

54 人 

7 月 12 日（土） 

13：30～16：30 

多文化共生センター  

浜松編「あなたの学校に

もきっといる～浜松市の

外国ルーツの子の現状」 

講師：①亀久保裕之氏（浜松市初

期日本語拠点校「にじ（江南教

室）」教員 ②橋本ソナイラ

（HICE 職員） 

60 人 

8 月 23 日（土） 

13：30～16：30 

多文化共生センター  

自分事編：「懸け橋にな

ろう！勇気をもって」

（座談会） 

ファシリテーター：三田景子氏 

 

35 名 
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内  容 来日後すぐから集中的に実施。テスト、面接等は対面。授業はオンラインにて行

われた。 

 

日  程 2 月 2日～3月 25 日 10:00～12:00/13:00～15:00 週 1回 

企 業 名 合同会社図南の翼農園 

参加人数 ペルー人従業員 1名 （永住者） 

内  容 作業指示を日本語で聞けるように入社後すぐに研修を実施。篠原協働センターの

一室を使用。 

 

■日本人社員向けセミナー 

企業からの依頼を受け、事業所に講師を派遣して行う。お互いの違いを認識し理解することでよ

りよい環境づくりに繋げる。 

 

日  程 3 月 16 日(月) 10:00～11:30  

企 業 名 合同会社図南の翼農園 

参加人数 2 名 

講  師 野末友貴子（キャリアコンサルタント） 

内  容 異文化理解研修を篠原協働センターの一室を使用して行った。 

 

 

⑨ 福祉・子育て等他領域での「やさしい日本語」研修（自主事業）（34 人） 

日  程 2 月 18 日(水）14：00～16：00 

企業名等 浜松市子育て支援課 
参加人数 34 人 

講  師 鈴木由美恵（浜松国際交流協会・地域日本語教育コーディネーター） 

アンケート とても良かった 82%、良かった 18％ 

自分が普段使っている言葉をよく考え、外国人だけではなく子ども達にもやさ

しい日本語を使っていこうと思った。 

 

 

４．国際交流・国際理解事業 

１）外国語講座  

 ①国際交流のための外国語講座（自主事業）（38 人） 

■国際交流のためのインドネシア語講座：初級（全 12回） 

講 師 川越レニ 

日 程 木曜日 19：00～20：30 

第 1 期 5 月 15 日～7月 31 日 11 人 受講者 

合計 21 人 第 2 期 9 月 11 日～12 月 4日 ※11 月 6 日休講 10 人 

 

■国際交流のためのポルトガル語講座：初級 オンライン（全 12 回） 

講 師 柳澤クリスティーナ 

日 程 木曜日 19：00～20：30 

第 1 期 5 月 15 日～7月 31 日 6 人 受講者 

合計 17 人 第 3 期 9 月 11 日～11 月 27 日 11 人 
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２）交流イベント（自主事業） 

① 大人も子どもも一緒に「英語で遊ぼう！」～English for Everyone～（45 人） 

日 時 11 月 1 日（土）、29日（土）10:00～12:00 

場 所 クリエート浜松 5 階スタジオ 

参加者 17 組（大人 20人、こども 25人） 

共 催 中部協働センター 

 

② 寸劇「ブラジル×日本 融和のあゆみ」 

ブラジル人ママの会「セメンチーニャ」と協働で企画した寸劇「ブラジル×日本 融和のあゆ

み」の上演と広報協力を行った。（2回） 

・日 時 11 月 15日（土）19:00～20:00 

場 所 HIPE 

・日 時 11 月 29日（土）12:15～13:30 

場 所 静岡文化芸術大学（SUAC Brasil Day） 

 

５．担い手の育成：ボランティア活動支援事業（自主事業） 

① HICE ボランティアバンクの運営（2,785 人）（前年度 2,642 人） 
通訳・翻訳、日本語教育、ホームステイ、イベント、出前講師に関する市民ボランティアの活動

を推進した。 

＜ボランティアバンク登録人数＞ 6 区分  

出前講師ボランティア 229 人 

通訳・翻訳ボランティア 537 人 

日本語学習ボランティア 611 人 

ホームスティボランティア 295 人 

バディ・ボランティア            236 人 

イベントボランティア 877 人 

 合計： 延べ 2,785 人 

 

② バディ・ボランティア活動「HICE これからバディ」（延べ 840 人） 
概 要 地域で暮らす外国人日本人住民がバディ（仲間）としてゆるくつながれる場づくりをして、

HICE ボランティアが企画に参画しながら交流活動を行った。季節の行事として地域に出向

くほか、何もなくても定期的に集まれる場所として「バディルーム」を月 1回行った。 

 また、福祉団体など共にイベントを行い、異なるコミュニティとの交流の幅を広げた。 

共 催 JICA 浜松デスク 

参加者 留学生、技能実習生、企業で働いている人、日本人の家族などで新しく浜松市に住み始め

た人が主に参加。国籍も多様で、インドネシア、ブラジル、インド、フィリピン、ペルー、

中国、スリランカ、バングラデシュ、ミャンマー、メキシコなど 19か国に及んだ。 

内 容 

日にち 内容 参加者 

4 月 13 日（日） バディルーム 10 人 

4 月 26 日（土） 研修会お茶々しながらみんなで話そう 10 人 

5 月 3 日（土） 浜松まつりへ行こう 21 人 

5 月 11 日（日） バディルーム アニメを語ろう 15 人 

6 月 8 日（日） バディルーム 世界の味めぐり 17 人 

7 月 13 日（日） バディルーム 七夕まつり 22 人 
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7 月 19 日（土） 上島花火 28 人 

8 月 24 日（日） バディルーム バディバザー 27 人 

9 月 21 日（日） バディルーム フラダンス 22 人 

10 月 12 日（日） バディルーム ボードゲーム 18 人 

11 月 13 日（日） キウイカントリハイキング 16 人 

12 月 14 日（日） バディルーム タイモクテル作り 33 人 

1 月 11 日（日） バディルーム 文化祭準備 19 人 

2 月 8 日（日） 
世界ごちゃまぜ文化祭（はままつグローバルフェア

内） 
497 人 

2 月 21 日（土） 

これからちまたパーティ～季節外れの焼き芋パー

ティ～ 共催：NPO 法人クリエイティブサポート

レッツ・社会福祉協議会） 

23 人 

3 月 8 日（日） バディルーム みんなの国のごはん 20 人 

3 月 29 日（日） お花見＆浜松博物館 42 人 

合計（2月 8日グローバルフェア内（再掲）497 人含む） 840 人 

 

③ホームステイ（14 家族 14 人） 
静岡大学浜松キャンパスに在籍する留学生に、日本の一般家庭にホームステイし、日本の生活様式

や習慣、文化を体験する機会を提供し、浜松に愛着を持つきっかけとする。またホストファミリーと

なる日本の一般家庭には、留学生と交流する機会としてもらい、相互の親睦を深め、広く国際交流・

国際理解の促進を図る。 

  日 時 12 月 12 日（金）～14 日（日）2泊 3日 

  参加者 14 家族 留学生 14 人（バングラデシュ 4人、カナダ 2人、タイ 2人、 

スリランカ 2人、ラトビア 1人、インドネシア 1人、インド 1人、ミャンマー 1 人） 

 

６．担い手の支援：国際交流活動支援事業  

①多文化共生・国際交流推進事業費助成金の交付（市補助金：国際課）（申請 31 件確定 27 件）（前年度 25 件） 

浜松市内で活動する多文化共生・国際交流関係団体を支援するため、多文化共生・国際交流推進

事業費助成金を交付した。 

                                       （円） 

NO 団体名 事業名 交付確定額 

1 浜松インドネシア友好協会 インドネシア・フェスティバル in 浜松 2025 200,000 

2 ＫＳＣ子どもサポーターズクラ
ブ 

外国にルーツを持つ子どもたちへの学習支援 420,000 

3 そらの会 放課後そらの会 250,000 

4 特定非営利活動法人ＡＲＡＣＥ ＡＲＡＣＥ希望教室事業 420,000 

5 静岡県ベトナム人協会 在日ベトナム人のための日本語教室 398,000 

6 
龍の会 

外国籍児童生徒への日本語教育及び学習補助
支援 

179,000 

7 ＮＰＯ法人浜松外国人子ども教
育支援協会 

未来へはばたけ！「まつっこ」カミンズ計画
2025 

230,000 

8 特定非営利活動法人日本語教育
ボランティア協会 

ジャボラ日本語教室 340,000 

9 ＮＰＯ法人浜松外国人子ども教
育支援協会 

外国につながりをもつ子供のための就学前教
室「つくしっこ」 

111,000 

10 特定非営利活動法人浜松日本語
日本文化研究会 にほんご NPO 

外国人住民に対する日本語学習支援「にほん
ご日曜教室」 

340,000 

11 アソシアシオン・シビル・ゲステ
イオン・シウダダナ 

浜松市スペイン語圏健康自己啓発と美容の相
談会 2025-2026 年 

400,000 
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12 特定非営利活動法人浜松日本語
日本文化研究会 にほんご NPO 

外国人住民に対する日本語学習支援「にほん
ご木曜教室」 

250,000 

13 在浜松ブラジル総領事館市民評
議会 

「沈黙を破る」家庭内暴力の包括的な考察 100,000 

14 GRUPO MULHERES DO BRASIL 
TOKAI 

GRUPO MULHERES DO BRASIL COMITE 
LONGEVIDADE 

136,000 

15 YACHAY スペイン語 読み・書き・会話教室 YACHAY 400,000 

16 
COMISSAO ORGANIZADORA MIPE 

プロジェクト文化コレクションブラジル・日
本 

135,000 

17 COMISSAO ORGANIZADORA MIPE MIPE フェア 2025 150,000 

18 特定非営利活動法人 
フィリピノナガイサ 

ことばをきっかけに広がる国際交流促進事業 140,000 

19 特定非営利活動法人 
フィリピノナガイサ 

フィリピノナガイサ日本語教室 250,000 

20 中国文化交流会 中国人のための日本語勉強会 52,000 

21 在日ブラジル人精神分析協会
（APBJ） 

心理ケア―＆発達～子どもから保護者までの
メンタルヘルス支援事業 

113,000 

22 International Institute of 
Education and Culture（IIEC） 

サイエンス・コネクション 200,000 

23 GCC 中国語教室 GCC 中国語教室 400,000 

24 日伯交流協会 学生向け漫画（コミック）コンクール 150,000 

25 Don・Bosco 学習支援グループ 日本語及び日本社会に関する学習支援事業 420,000 

26 International Institute of 
Education and Culture（IIEC） 

成長プロジェクトⅡ 学習支援塾 400,000 

27 浜松市浜北日中友好協会 日中友好交流事業 150,000 

合 計 6,734,000 

 

②天竜地域事業 
■日本語教室（市委託：国際課「外国人学習支援センター事業」） 

期 間 4 月 6日～3月 22 日 日曜日 10：00～11：30 全 44 回 

 場 所 二俣ふれあいセンター（天竜区二俣町） 

 内 容 生活に役立つ日常会話 

 受講者 登録者数 31 人 参加者数 延べ 354人 

国 籍 ブラジル、フィリピン、インドネシア、タイ、ベトナム、中国 

 

■協働センターでのふれあいまつり参加（自主事業） 

二俣ふれあいセンターにて開催（2月 27 日～3月 1日）3日間で 900 名来場（まつり全体） 

天竜における活動を写真で紹介した。 

 

③セミナールームの活用（市委託:国際課 「多文化共生センター事業」）（7,772 人) 

  浜松市多文化共生センターのセミナールームをオープンルームとして一般に公開するとともに、講

座・セミナー等の事業活動に利用した。 

年間利用者数 7,772 人 

 

④多文化共生・国際交流活動支援事業（市委託：国際課 「多文化共生センター事業」） 

■多文化共生活動団体への支援及び助言 

・国際理解教育活動を進める市民グループ（はままつ国際理解教育ネット）の活動支援 

国際理解教育の担い手となる人材育成のための「国際理解教育ファシリテーター養成講座」

（対面）の開催を支援。(4 回) 

  9 月 7日、10月 26 日、11 月 16 日、12 月 7 日 
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・フェアトレード推進の市民団体「はままつフェアトレードタウンネットワーク」の活動支援 

フェアトレードを推進する浜松市市民団体の定例ミーティングの開催、フェアトレードマー

ケットの開催支援。（１回） 4月 19 日 

  ・外国にルーツを持つ若者グループ COLORS 活動支援 

   外部からの講師依頼や登壇依頼に関するコーディネート支援を行った。  

  ・在日ブラジル人心理分析士協会（APBJ）活動支援 

    ４人のメンタルヘルス専門家による座談会開催の支援。（2回）9月 14 日、11 月 2 日 

  ・浜松ブラジル人協会（ABRAH）活動支援 

日伯両国の法律に関する情報提供・意見交換会の開催にあたり、浜松市に暮らすブラジル人コ

ミュニティへの広報支援及びグループディスカッション支援を行った。（１回）11 月 2 日 

      

 ■多文化共生活動者ネットワーク化事業 「補助金説明会＆国際交流・多文化共生情報交換会」  

  日 時 1 月 17 日（土）14：00～16：00 

  会 場 多文化共生センター 

  参加者 18 団体 30 人 

 

７． 情報収集・提供事業  

①機関紙 HICE NEWS の発行（自主事業） 

   当協会の活動内容や講座等を掲載。日本語、ポルトガル語、英語の三ヶ国語で発行し、HICE 会員

や外国人児童生徒の保護者、外国人学校、協働センター等の公共機関に配布・設置した。 

発行部数：日本語版 1,900 部 ポルトガル語版 2,200 部 英語 900 部  合計 5,000 部 

    発行回数：年 4回発行  

 

②はままつ多文化共生・国際交流ポータルサイト HAMAPO の運営（市委託：国際課・自主事業） 

ホームページ ページビュー数 240,195 回 

  

③Facebook の運用（市委託：国際課・自主事業） 
ポルトガル語、日本語・英語 2言語併記による Facebook を運用。その他、ベトナム語、スペイン

語、フィリピノ語、スペイン語によるページ「Consultation Hamamatsu」も別途運用し、多言語に

よる情報提供を行った。 

 

④Instagram の運用（市委託：国際課・自主事業） 
HICE の公式アカウント「hice_hamamatsu」を原則毎週１回、３投稿した。投稿内容は多文化共生

センター事業、外国人学習支援センター事業、HICE 自主事業の３種類とし、投稿記事や画像作成は、

ターゲットとなる若者（大学生）が企画作成した。2025 年 4月時点で 974 人だったフォロワー数は、

2026 年 3月時点で 1,249 人まで増加した。 

 

⑤HICE info メールによる情報配信（自主事業） 

メルマガ「HICE 通信」を、原則毎月 10 日に、合計 12 回配信した。その他、「ホームステイボラン

ティア募集」、「柔道通訳ボランティア募集」、「日本語教師の求人」、「外国人雇用サポート業務の求

人」、「グローバルフェアイベントボランティア募集」 などを配信。 

 

⑤ 情報カウンターの運営（市委託：国際課 「多文化共生センター事業」）（1,820 人） 

外国人市民・日本人市民に対し、必要な情報を提供した。 

 

 

 
延べ提供数 

外国人 日本人 合計 

1,127 人 693 人 1,820 人 
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⑦ムスリム理解情報発信・セミナーの開催 
■ムスリムへの情報提供 

 ハラル食材店・ハラル対応レストランの取材をし、近年急増するムスリムの在住者に対し HAMAPO

にて情報提供を行った。（14 軒を新たに掲載） 

 

■セミナー【がんばらないムスリムフレンドリー】（60人） 

 日 時 7 月 31日（木）14：00～17：00 

 会 場 クリエート浜松 2階ホール 

 参加者 浜松市内の飲食店・ホテル・観光関係・外国人材雇用企業等  60 人 

 内 容 ①浜松市内のムスリム概要 

      講師：松井由和氏（浜松市 国際課課長） 

②「ムスリムフレンドリーって何？」 

講師：クレシ サラ 好美氏（名古屋モスク渉外担当理事） 

③「私が始めたみんなのためのハラルのお店」 

       講師：ノビタ ベテ コサシ氏（1116 ハラルベーカリー代表） 

 

【事業報告の付属明細書】 
 令和７年（2025）年度事業報告には、「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので、定

款 8 条（2）に規定する事業報告の付属明細書は作成しない。 

 

 

【公益目的事業の実施状況についての報告】※認定法改正にともない、記載する事項 
 当協会の公益目的事業は、認定法第 2条第 4号に定める、A（学術、技芸、慈善その他の公益に関する

別表各号に掲げる種類の事業）であり、なおかつ、B（不特定かつ多数の者の利益の増進に寄与するもの）

であり、チェックポイントに適合している。 

 A 事業の種類： 

認定法第 2条第 4 号 別表 15 

   「国際相互理解の促進及び開発途上にある海外の地域に対する経済協力を目的とする事業」 

 B 事業区分 ： 

不特定多数の者の利益の増進に寄与するものとして、以下の区分にあたる事業を行っている。 

（2）資格付与 

（3）講座、セミナー、育成 

（4）体験活動等 

（5）相談、助言 

（8）キャンペーン、普及啓発強化月間 

（13）助成（応募型） 

（18）上記の事業区分に該当しない事業 

●佳子内親王殿下ご訪問● 

2025 年 6 月に日本ブラジルの外交関係樹立 130 周年の節目にブラジルを訪問された佳子さまが日本

国内に住むブラジル人の方々との交流を希望され、浜松市を訪問された。 

 訪問日：2026 年 3 月 24 日（火） 

 訪問先：多文化共生センター 

      ・外国にルーツを持つ若者グループ COLORS との懇談 

     その他ブラジル人学校、南米系学校もご訪問 


